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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Discoverer 3iの使用方法を説明します。 

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Discovererでデータの表示、分析および操作を行うビジネス・プロ
フェッショナルを対象としています。ステップの説明に従って、Discovererを実行すること
をお薦めします。 

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは Oracle Discoverer 3iを Discovererと呼びます。

次の表記規則を使用しています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

太字テキスト太字テキスト太字テキスト太字テキスト 文中の太字は、コマンド名やメニュー名、またはその他の選択肢を示し
ます。 

「メニュー名」「メニュー名」「メニュー名」「メニュー名」→
「コマンド名」「コマンド名」「コマンド名」「コマンド名」

太字が矢印（→）で連結されている場合はメニュー名とそのコマンドを
示します。たとえば、 「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「開く」「開く」「開く」「開く」 は「ファイル」メニュー
の「開く」コマンドを選択することを意味します。

イタリック文字 文中のイタリック体の文字は、その文中で定義された用語、用語集で定
義された用語、あるいはその両方で定義された用語を表します。

< >  このカッコは、ユーザーが指定する名前を囲むために使用します。

[ ] このカッコは、ユーザーが選択可能な（またはなにも選択しなくてもよ
い）オプション句を囲むために使用します。
v
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スタート・ガ
1

スタート・ガイドスタート・ガイドスタート・ガイドスタート・ガイド

Discoverer 3iのののの概要概要概要概要
Discoverer 3iは、評価の高いWindows製品である Discoverer 3.1のインターネット・バー
ジョンです。このWindows製品をすでに理解していれば、インターネット・バージョンの
機能もすぐにわかります。2つのバージョンは互換性を持っているため、作業の共有が可能
です。

ビジネス・プロフェッショナルは、Discovererを使用することによりデータベースの難しい
概念を理解することなしに、会社のデータベース内のデータを取得したり分析できます。
Discovererは「ウィザード」ダイアログおよびメニューを使用して、ビジネス上の意思決定
を支援するデータを取得および分析するステップをわかりやすくガイドします。難しい作業
のほとんどは、Discovererが行います。

ビジネス上の意思決定を支援するビジネス上の意思決定を支援するビジネス上の意思決定を支援するビジネス上の意思決定を支援する Discoverer
ビジネス・プロフェッショナルは、幅広い技能を利用して、ビジネス上の有効かつ有益な意
思決定を行います。財政的な困難に直面しているときには、正しい決定を行うために教養、
経験および直感を活用します。これらに蓄積したデータを加えれば、さらに的確な意思決定
を行うことができます。

現在多くの大企業では、意思決定者に渡すデータをデータベースから取り出すために、情報
技術（IT）の専門家を高給で雇っています。このような方法では時間も費用もかかります。
しかも、このような方法で得られた知識を享受できるのは、一部の人々にすぎないのが普通
です。しかし Discovererを使用すれば、データベースのアクセス権限を所有する者はだれで
も、データベースから自分のデスクトップ・コンピュータにデータを直接取り出すことがで
きます。Discovererを使用することにより、必要な情報を入手し、ビジネス上の意思決定を
より的確に行い、この決定について説得力のある説明を行うことができます。

参照項目参照項目参照項目参照項目 : 
Discovererを使用した作業
ワークエリアの確認
Discovererの詳細
イド 1-1



 Discovererを使用した作業
Discovererを使用した作業を使用した作業を使用した作業を使用した作業
Discovererについての理解を深めていくと、自分に最も適したワークフローがわかります。
通常、Discovererの使用は次の 3つのプロセスに分けられます。

� 必要なデータの取得

� データの分析

� 他者とのデータの共有

Discovererおよびそのドキュメントの「主要概念と用語」は、この 3つのプロセスに基づい
ており、Discovererを活用しやすくなっています。 

必要なデータの取得必要なデータの取得必要なデータの取得必要なデータの取得
会社のデータベースには、ビジネス上の意思決定を支援するデータが保存されています。し
かし、大規模な企業データベースからデータを取得するのは困難を伴う場合があります。
Discovererは、ウィザード・ ダイアログでアイテムをドラッグ・アンド・ドロップするだけ
で、データを取得できるよう設計されています。データベースの概念、SQL言語または会社
のデータベースにおける情報の編成を理解する必要はありません。

会社の Discoverer管理者は、データベースのデータをビジネス・エリアごとに編成します。
ビジネス・エリアには、特定の部署または職能に関する情報が含まれます。たとえば、
Discoverer管理者は、会計、営業および製造の各部門ごとにビジネス・エリアを作成しま
す。ビジネス・エリアでは、必要なデータのみ表示されるため、会社のデータベースに含ま
れているデータ全部から必要なデータを探し出す必要がありません。詳細は、第 2章「必要
なデータの取得」を参照してください。 

データの分析データの分析データの分析データの分析
Discovererを使用することの最終目的は、自分のビジネスを分析して有効なビジネス上の意
思決定を行うことです。そのためには、自分のビジネスに関して自問してみます。たとえ
ば、「先月の製品 Aの売上はどうだったか」という質問などです。その数値を過去 5年間の
同月の売上と比較するとどうか ?製品 Aの支店別、地域別および担当区域別の売上はどう
だったか ?コミッションおよび価格設定が販売担当者の製品売上にどのような影響を与えて
いるか ?販売成績のよい販売担当者は誰か ?Discovererのデータ分析ツールを使用すると、
これらの質問や、その他のビジネス上の質問に対する解答が見つかります。

必要なデータを選択すると、Discovererでは選択したデータがスプレッドシートに似た形式
で表示されます。Discovererには、このデータを分析するための強力なツールが用意されて
います。すでに理解している行および列のソートの他、データのピボットを行って比較する
こともできます。データをドリルすると、データベースに格納されているより深いレベルの
詳細情報または関連情報を表示できます。総計、パーセントおよびユーザー定義アイテムを
作成することもできます。最終結果は一連のワークシートに示され、ビジネス上の意思決定
を説得力のある手法で支援します。詳細は、第 3章「データの分析」を参照してください。 
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 Discovererを使用した作業
他者とのデータの共有他者とのデータの共有他者とのデータの共有他者とのデータの共有
取得したデータの分析結果は、会社、顧客またはビジネス・パートナなどの他の人々と共有
できます。これらの人々も Discovererを所有している場合は、ワークブックを共有すること
ができます。ワークブックはデータベースに保存して、定期的に更新されるようスケジュー
ルできます。Excelスプレッドシートや、Web用の HTMLなど、ポピュラーなアプリケー
ション形式にワークブックの検索結果をエクスポートすることも可能です。詳細は、第 4章
「他者との結果の共有」を参照してください。 

主要概念と用語主要概念と用語主要概念と用語主要概念と用語
Discovererを使用する前に、いくつかの主要概念と用語を理解してください。次に示す用語
は、製品のダイアログおよびドキュメントで使用されています。

ワークブックワークブックワークブックワークブック :   ワークブックとはワークシートの集合です。ワークブックには、 何らかの関
連性はあるものの、別の観点で示されるよう編成されたデータが含まれています。たとえ
ば、製品 Aの販売履歴を示すワークブックを作成します。あるワークシートでは先月の売上
を、別のワークシートでは 5年前の同月の売上との比較を、さらに別のワークシートでは地
域別の売上を表示するとします。これら 3つのワークシートには、いずれも製品 Aに関連す
る売上データが含まれますが、それぞれが異なる観点から表示されるように編成されていま
す。

ワークシートワークシートワークシートワークシート :   ワークシートでは必要なデータの分析および共有ができます。各ワークシー
トは独自の問合せによって作成されます。ワークシートを開くと、Discovererはその問合せ
をデータベースに送信して最新のデータを取得します。

問合せ問合せ問合せ問合せ :   ワークシートを開くたびに、または新規ワークシートを作成するたびに、
Discovererは問合せを会社のデータベースに送信します。問合せとは、必要なデータを取得
するために Discovererがデータベースに対して行う質問のことです。たとえば、「先月の製
品 Aの売上はどうだったか」という質問などです。問合せは、データベースが理解可能な
SQLという言語で作成されます。データベースと通信するために、ユーザーが SQLを理解
する必要はありません。Discovererがユーザーにかわって SQLを作成します。 

アイテムアイテムアイテムアイテム :   「ワークブック ウィザード」では、データを取得したアイテムを選択します。ア
イテムとは、会社のデータベースに格納されているデータの名前のことです。たとえば、ア
イテム「Department」は、会社の各部門の名前を示します。 Discovererは、これらのアイテ
ムを使用して SQLの問合せを作成します。データベースがその問合せに解答するデータを
戻すときは、スプレッドシートに似た形式で、選択したアイテムが行ヘディングまたは列ヘ
ディングとして表示されます。 

ページ・アイテムページ・アイテムページ・アイテムページ・アイテム :   ワークシートのデータをグループ化して別々の「ページ」に分ける特殊
なアイテムです。「ページアイテム」ドロップダウン・リストで別のページ・アイテムを選
択すると、実際にはそのワークシート内でページが切替わります。 
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 ワークエリアの確認
参照項目参照項目参照項目参照項目 : 
Discoverer 3iの概要
ワークエリアの確認
Discovererの詳細

ワークエリアの確認ワークエリアの確認ワークエリアの確認ワークエリアの確認
Discovererには、意思決定を容易にするための機能が多数用意されています。標準のメ
ニュー・バーおよびツール・バーのほか、「ワークブック「ワークブック「ワークブック「ワークブック ウィザード」ウィザード」ウィザード」ウィザード」などのウィザード・
ダイアログにより、データ取得が容易です。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
Discoverer 3iの概要
Discovererを使用した作業
Discovererの詳細
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 ワークエリアの確認
「ワークブック「ワークブック「ワークブック「ワークブック ウィザード」ウィザード」ウィザード」ウィザード」
新規ワークシートを作成するときは、「ワークブック「ワークブック「ワークブック「ワークブック ウィザード」ウィザード」ウィザード」ウィザード」がデータベースからデー
タを取得するために必要な手順をガイドします。「ワークブック「ワークブック「ワークブック「ワークブック ウィザード」ウィザード」ウィザード」ウィザード」では、データ
がファイル・キャビネット、フォルダおよびアイテムとして表示されます。必要なフォルダ
またはアイテムをクリックし、「選択済み」エリアにドラッグしてください。ワークシート
には選択したアイテムのみが含まれます。
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 ワークエリアの確認
メニュー・バーおよびツール・バーメニュー・バーおよびツール・バーメニュー・バーおよびツール・バーメニュー・バーおよびツール・バー
Discovererには標準のメニュー・バーおよびツール・バーが用意されています。メニュー・
バーには印刷、ファイルの保存およびヘルプの取得など、一般的な作業が表示されます。
ツール・バーには自分が最も頻繁に行う作業へのショートカットが含まれます。

メニュー・バーを使用することで Discovererの機能の大部分にアクセスできます。各メ
ニューには作業を支援するダイアログまたはウィザードが用意されています。

ツール・バーには、「保存」、「印刷」、「リフレッシュ」、「ソート」および「Excel形式でエク
スポート」など、最も一般的なメニューと同じ作業を行うアイコンが表示されます。
Discovererの操作に慣れると、ツール・バーを使用して時間を節約できます。
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 Discovererの詳細
Discovererの詳細の詳細の詳細の詳細
Discovererの使用方法の詳細は、Discovererのドキュメントを参照してください。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
Discoverer 3iの概要
ワークエリアの確認
Discovererを使用した作業

チュートリアルチュートリアルチュートリアルチュートリアル :    Discovererを初めて使用する場合は、オンライン・チュートリアルを使
用してみてください。チュートリアルではすべての基本作業を行います。基本作業は 5つの
短いレッスンに分かれています。

Discoverer 3i User Edition ユーザーズ・ガイドユーザーズ・ガイドユーザーズ・ガイドユーザーズ・ガイド :    製品に同梱されている印刷されたマニュアル
です。 印刷されたマニュアルが必要な場合は、会社の Discoverer管理者に問い合せてくださ
い。

オンライン・マニュアルオンライン・マニュアルオンライン・マニュアルオンライン・マニュアル :   User Edition ユーザーズ・ガイドは、HTMLドキュメントとして
も提供されています。オンラインでWebブラウザに表示することも、印刷して今後の参考
にすることもできます。メニュー・バーから「ヘルプ」→「マニュアル」を選択します。

オンライン・ヘルプオンライン・ヘルプオンライン・ヘルプオンライン・ヘルプ :   ユーザーズ・ガイドのトピックは、すべて Discovererのオンライン・
ヘルプ・システムに含まれています。ただし、このヘルプ・システムは、Discovererの操作
中に使用することを前提としています。  指示されたときに必要な情報のみを表示するもので
す。メニュー・バーから「ヘルプ」→「トピックの検索」を選択します。 

文脈依存ヘルプ文脈依存ヘルプ文脈依存ヘルプ文脈依存ヘルプ :   Discovererの使用中に、ウィザードやダイアログのボタンまたはテキス
ト・フィールドの用途が何であるか判断に迷う場合があります。文脈依存ヘルプ・トピック
では、ダイアログ・ボックスのすべてのボタンおよびフィールドの内容が説明されている
他、オンライン・ヘルプ・システムの手順トピックへのハイパーリンクが含まれています。
ダイアログで「ヘルプ」ボタンをクリックすると、そのダイアログについての文脈依存ヘル
プ・トピックが表示されます。 
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 Discovererの詳細
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必要なデータの
2

必要なデータの取得必要なデータの取得必要なデータの取得必要なデータの取得

特定のデータ、すなわち表示するデータを会社のデータベースから取得する場合の基本ス
テップは次の 4つです。

1. 必要なデータが含まれているワークブックを開きます。必要なデータが含まれているワークブックを開きます。必要なデータが含まれているワークブックを開きます。必要なデータが含まれているワークブックを開きます。複数のワークブックが存在する
場合は、必要なデータが含まれているワークブックを開きます。たとえば、架空のビデ
オ販売店チェーンのワークブック一式の中から、売上ワークブックを開いて月次の利益
をチェックした後、別のワークブックを開いて販売店リニューアル計画の進行状況を確
認できます。詳細は、「既存のワークブックを開く」および「スケジュールされたワー
クブックの表示」を参照してください。

2. ワークブックを開くプロセスで、「パラメータ」（ワークブックに表示するデータに条件ワークブックを開くプロセスで、「パラメータ」（ワークブックに表示するデータに条件ワークブックを開くプロセスで、「パラメータ」（ワークブックに表示するデータに条件ワークブックを開くプロセスで、「パラメータ」（ワークブックに表示するデータに条件
を定義するもの）を選択します。を定義するもの）を選択します。を定義するもの）を選択します。を定義するもの）を選択します。  パラメータの 1つを販売店が存在する都市の名前に設
定します。ニューヨークおよびロサンジェルスにおける利益を確認する場合に、すべて
の都市のデータを表示する必要はありません。したがって、ワークブックを開く場合
は、これら 2つの都市を選択し、必要なデータのみが表示されるようにします。これら
のデータを使用している場合でも、必要な時には他の都市の売上高を簡単に取得可能で
す。詳細は、「ワークブックを開く場合の特定のデータの検索」を参照してください。

3. 条件を指定してデータ量を減らします。条件を指定してデータ量を減らします。条件を指定してデータ量を減らします。条件を指定してデータ量を減らします。条件を指定するとデータにフィルタがかけら
れ、その条件に合致するデータのみ表示されます。たとえば、「第 1四半期に売上目標
を達成できなかった販売店と、固定費が収益の 40%を超えた販売店をすべて検索する」
という条件が指定できます。Discovererはワークシートのデータと指定された条件とを
比較し、その条件に合致するデータのみを表示します。詳細は、「ワークブックを開く
場合の特定のデータの検索」を参照してください。

4. 必要に応じて新規ワークブックを作成します。必要に応じて新規ワークブックを作成します。必要に応じて新規ワークブックを作成します。必要に応じて新規ワークブックを作成します。要件に合致するワークブックが存在しな
い場合は、新規ワークブックを作成し、該当するデータのみが表示されるようカスタマ
イズします。新規ワークブックを作成するには、適切なデータベース権限を取得する必
要があります。Discoverer管理者に問い合せてください。詳細は、「新規ワークブック
の作成」を参照してください。
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 既存のワークブックを開く
既存のワークブックを開く既存のワークブックを開く既存のワークブックを開く既存のワークブックを開く
Discovererワークブックの名前、アクセス方法および会社のサーバーにおけるワークブック
の保存場所などについての質問は、Discoverer管理者に問い合せてください。Discoverer管
理者は、会社のデータベースに接続して Discovererワークブックを開くためのサーバーへの
アクセス方法およびパスワードを指示します。

ワークブックを開くには、まず会社のデータベースに接続します。「データベースからワー
クブックを開く」ダイアログでワークブックを選択して開きます。開くことのできるワーク
ブックの数は 1回につき 1つです。別のワークブックを開く場合は、すでに開いているワー
クブックを閉じます。ワークブックは、ユーザーのデータベース・アカウント以外に、共有
している他のユーザーも開くことができます。 

参照項目参照項目参照項目参照項目 : 
会社のデータベースへの接続 :
ワークブックを開く :
スケジュールされたワークブックを開く :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
スケジュールされたワークブックの表示
スケジュールされたワークブックの表示
新規ワークブックの作成

会社のデータベースへの接続会社のデータベースへの接続会社のデータベースへの接続会社のデータベースへの接続 :

1. Webブラウザを起動します。

2. Discoverer管理者が指示した Discoverer Webサイトのアドレスにジャンプします。

3. 使用しているWebブラウザおよび会社のWebサーバーの構成によっては、セットアッ
プ・プロセスを行わなければならない場合があります。詳細は Discoverer管理者に問い
合せてください。

セキュリティに関するダイアログも確認します。このセキュリティ・ダイアログは、
Discovererが Discovererサーバーやプリンタなどのローカル・デバイスにアクセスする
ために、追加の許可を要求するために表示されます。接続時にこのダイアログを表示し
ないようにするには、オプション「Oracle Corporation」をクリックしてください。
Discovererの起動を継続する場合は「はい」「はい」「はい」「はい」（ダイアログのタイプによっては「「「「OK」」」」ま
たは「信頼する」「信頼する」「信頼する」「信頼する」）をクリックします。

「スタート・ページ」が表示されます。 
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 既存のワークブックを開く
4. 右側にあるイメージ「「「「Click to Start」」」」をクリックします。

「「「「Oracle Discovererに接続」に接続」に接続」に接続」ダイアログが表示されます。 
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 既存のワークブックを開く
5. Discoverer管理者が指定したユーザー名、パスワードおよびデータベース名を入力しま
す。

注意注意注意注意 : 「「「「Oracle Applicationsユーザー」ユーザー」ユーザー」ユーザー」チェックボックスが表示されることがありま
す。このチェックボックスがチェックされている場合は、デフォルトのデータベースと
して Oracle Applicationsに接続することが、Discoverer管理者によって決められてい
ます。この場合、チェックマークは外さないでください。

6. 「接続」「接続」「接続」「接続」をクリックする。  

注意注意注意注意 : ステップ 5で説明した「Oracle Applicationsユーザー」チェックボックスが
チェックされている場合は、「職責の選択」「職責の選択」「職責の選択」「職責の選択」ダイアログが表示されます。その場合はス
テップ 7に進んでください。チェックボックスがチェックされていない場合は「ワーク「ワーク「ワーク「ワーク
ブックブックブックブック ウィザード」ウィザード」ウィザード」ウィザード」が表示され、データベースへの接続が完了し Discovererを使用す
る準備ができたことを示します。
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 既存のワークブックを開く
7. ログインに使用する Oracle Applications職責を選択します。会社のデータベース管理者
と Discoverer管理者のいずれかから職責が割り当てられます。スクロール・リストで自
分の職責をクリックして「「「「開く開く開く開く」」」」をクリックします。「ワークブック「ワークブック「ワークブック「ワークブック ウィザード」ウィザード」ウィザード」ウィザード」が表
示され、データベースへの接続が完了し Discovererを使用する準備ができたことを示し
ます。
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 既存のワークブックを開く
ワークブックを開くワークブックを開くワークブックを開くワークブックを開く : 

1. 「既存のワークブックを開く」「既存のワークブックを開く」「既存のワークブックを開く」「既存のワークブックを開く」 をクリックします。 

ダイアログに、データベースからワークブックを開くか、スケジュールされたワーク
ブックを開くかについてのオプションが表示されます。

2. 次のいずれかを選択します。

「データベース」「データベース」「データベース」「データベース」: 接続しているデータベースに保存されているワークブックのリス
トが表示されます。

「スケジュール済み」「スケジュール済み」「スケジュール済み」「スケジュール済み」: スケジュールされたワークブックのうち、既に実行されてい
て結果が使用可能なもののリストが表示されます。スケジュールされたワークブッ
クは指定した時間に自動的に実行されます。通常は夜、週末または一定の間隔で実
行されるよう指定します。スケジュールされたワークブックを開くと結果が表示さ
れます。

注意注意注意注意 : データベースからワークブックを開くためのボタンが使用できない場合は、スケ
ジュールされたワークブックしか開くことができません。開くことのできるワークブッ
クのタイプは、Discoverer管理者によって決められています。
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 既存のワークブックを開く
3. 選択に応じて、格納されているワークブックのリストまたはスケジュールされたワーク
ブックのリストが開きます。 必要なデータが含まれているワークブックを選択し、「開「開「開「開
く」く」く」く」をクリックします。

選択したワークブックが開きます。Discovererは問合せを評価し、はじめのワークシー
トを表示するまでにかかる時間を予測します。ワークシートを開く際に選択したデフォ
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 既存のワークブックを開く
ルトのオプションによっては、最初のワークシートのロード予測時間を示す進行状況ダ
イアログが表示されます。ワークシートのロードの詳細は「「一般」オプションの設定」
を参照してください。

ワークシートが表示されます。ワークブックに複数のワークシートがある場合は、ウィ
ンドウ名の下の一連のタブにそれぞれのワークシート名が示されます。 

注意注意注意注意 : ワークブックの最初のワークシートが最初に表示されるとは限りません。

4. 予測時間が「一般」オプションで設定した値を超えた場合は、ダイアログが開いて警告
します。問合せ時間が数分を超える場合は、別の機会にその問合せを実行することがで
きます。

次のいずれかを実行します。

「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。問合せは最新のデータを検索してワークシートに記入しま
す。

「いいえ」「いいえ」「いいえ」「いいえ」をクリックします。ワークシートは開きますがデータは記入されません。別
のワークシートのデータを先に表示する場合は「いいえ」「いいえ」「いいえ」「いいえ」をクリックします。ウィンド
ウの下にある他のワークシートのタブをクリックします。 

注意注意注意注意 : 「いいえ」「いいえ」「いいえ」「いいえ」をクリックした場合は、「シート」「シート」「シート」「シート」→→→→「シートのリフレッシュ」「シートのリフレッシュ」「シートのリフレッシュ」「シートのリフレッシュ」と選
択すると、ワークシートに対する問合せがいつでも実行できます。

ワークシートにそのデータのパラメータがある場合には、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックすると、
パラメータ選択のダイアログが表示されます。 

別のワークブックを開く別のワークブックを開く別のワークブックを開く別のワークブックを開く :

1. メニューから「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」を選択し、現行のワークブックを閉じます。

2. 「ファイル」→「開く」「ファイル」→「開く」「ファイル」→「開く」「ファイル」→「開く」を選択します。「ワークブックを開く」ダイアログが表示されま
す。
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 既存のワークブックを開く
注意注意注意注意 : 開くことのできるワークブックの数は 1回につき 1つのみです。ワークブックが
すでに開いているときに「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」→→→→「開く」「開く」「開く」「開く」を選択すると、現行のワークブックが
自動的に閉じられます。

3. オプションのいずれかを選択して、「開く」「開く」「開く」「開く」をクリックします。

一度に接続できるデータベース・アカウントは 1つのみです。たとえば、アカウント 1に接
続しているときにアカウント 2に保存されたワークブックを開く場合は、アカウント 1への
接続を切断してからアカウント 2に接続します。ただし、共有ワークブックにアクセスする
場合は、現行のアカウントで開くことができます。
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 スケジュールされたワークブックの表示
スケジュールされたワークブックの表示スケジュールされたワークブックの表示スケジュールされたワークブックの表示スケジュールされたワークブックの表示
スケジュールされたワークブックは指定の時間に実行されます。たとえば、月ごとの売上高
から月ごとの利益を算出するワークブックを各月末に実行したり、隔週のキャッシュフロー
分析に基づくワークブックを 2週間ごとに実行できます。

スケジュール対象のワークブックの多くは、日々の分析用ではなく特定の目的のために設計
されています。たとえば、特殊なユーザー定義アイテムや条件が含まれ、定期的にしか結果
を生成しないワークブックがその例です。

ワークブックのスケジュール方法は、Discoverer管理者に問い合せてください。ワークブッ
クをスケジュールするには、適切な権限が必要です。 

ワークブックのスケジュールは、通常次の場合に行います。

� 対象ワークブックの実行時間が長い場合。夜または週末に実行されるようにワークブッ
クをスケジュールすると、営業時間中のサーバーの負担を軽減できます。

� 週次の売上高レポートや月次のキャッシュフロー分析など、定期的な間隔でワークブッ
クを実行する場合。

スケジュールされたレポートはデータベース・サーバー上で実行されるため、夜（またはレ
ポートのスケジュール実行時）コンピュータに電源を入れておく必要はありません。スケ
ジュールされたレポートの結果はデータベース・サーバーに保存されるため、データベース
に接続して Discovererを起動すると使用可能になります。

スケジュールされたワークブックが生成した単独または複数のワークシートには、このワー
クブックの実行によって得られた結果が記入されます。スケジュールされたワークブック
は、Discovererの起動時またはワークブックでの作業中にも開くことができます。スケ
ジュールされたワークブックを夜（または週末に）実行して、次の朝に結果を表示する場合
は、Discovererへの接続時にワークブックを開きます。 

スケジュールされたワークブックを開くスケジュールされたワークブックを開くスケジュールされたワークブックを開くスケジュールされたワークブックを開く :

1. 次のいずれかの方法で対処します。

� データベースに接続して Discovererを起動し、「既存のワークブックを開く」項の
説明に従います。

� すでにデータベースに接続している場合は、メニューから「ファイル」→「開く」「ファイル」→「開く」「ファイル」→「開く」「ファイル」→「開く」
を選択します。「既存のワークブックを開く」ダイアログが表示されます。

2. 「スケジュール済み」「スケジュール済み」「スケジュール済み」「スケジュール済み」をクリックして「開く」をクリックします。ダイアログに、スケ
ジュールされているワークブックのリストが表示されます。
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 スケジュールされたワークブックの表示
3. スケジュールされたワークブックの中から表示するものを選択し、「開く」「開く」「開く」「開く」をクリック
します。

注意注意注意注意 : スケジュールされたワークブックの実行によって生成されたワークシートには、その
レポート固有のデータが記入されていますが、通常の方法でそのワークシートを使用できま
す。ただし、データを変更した場合は、ワークシートに表示されている最新のデータとスケ
ジュールされたワークブックから得られた過去の時点におけるデータが異なることを知らせ
るメッセージが表示されます。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
ワークブックを開く場合の特定のデータの検索ワークブックを開く場合の特定のデータの検索ワークブックを開く場合の特定のデータの検索ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
多くのデータベースには、膨大な量の情報が含まれています。データベースでの作業を効率
的にするための重要な作業の一つに、表示または分析する特定の情報の検索があります。
Discovererでは、様々な方法で、表示する必要のないデータを排除したり、必要な特定の
データを検索したりできます。Discovererには、初めてワークブックを開く場合、および
データを使用している場合に適用可能なフィルタ機能が用意されています。 

ワークブックを開くときに、不必要なデータを排除し必要な特定の情報を検索する場合の方
法は 2つあります。パラメータを選択すること、条件を適用することです。    

パラメータを使用すると、ワークブックを開く場合にあらかじめデータの選択を定義してお
くことができます。たとえば、全国の小売店に関するデータが含まれたワークブックを開く
場合に、ニューヨークおよびロサンジェルスの販売店のデータのみ表示するとします。パラ
メータの 1つが「City」であれば、そのパラメータのデータ値としてニューヨークおよびロ
サンジェルスを選択できます。ワークブックを開くと、必要としているこれら 2都市のデー
タのみ表示されます。パラメータがない場合、ワークブックには全都市のデータで開きま
す。詳細は「パラメータ」を参照してください。

条件も、データをフィルタにかけて必要な情報のみを表示します。たとえば、5年分のデー
タが含まれているワークブックの 1998年のデータのみを表示するとします。「Year=1998」
という条件文を適用すると、そのワークブックが開いたときに 1998年のデータのみが表示
されます。条件文は条件に合致するデータのみを検索および表示するよう Discovererに指示
するものです。詳細は「条件」を参照してください。 

実際にはパラメータも条件文を使用して特定のデータを検索します。ただし、適用されるた
びに同じデータを検索する通常の条件とは異なり、パラメータではワークシートを開くとき
に選択が可能です。たとえば、ワークシートに「部門」と「都市」という 2つのパラメータ
がある場合は「指定した <都市 >の、指定した <部門 >についてデータを表示」すること
になります。これら 2つのパラメータは、ワークシートが開かれてそれぞれの値が選択され
ると条件文と同じ意味を持ちます。Discovererは選択された値に基づいて、該当するデータ
を検索します。詳細は「条件の使用」を参照してください。 

パラメータと条件は似ていますがそれぞれ異なる目的のために設計されています。パラメー
タでは選択が可能なため、ワークブックを素早く開いて必要なデータのみを表示するのに有
効です。条件は特定の目的に使用する一定の文です。条件は分析に適しています。すなわち
条件文を適用してデータ分析を行い、範囲を絞ってデータを取得することが可能です。条件
とパラメータは併用できるため、より高度な絞り込みが可能です。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
パラメータパラメータパラメータパラメータ
パラメータを使用することの利点は次のとおりです。

� ワークシートに表示するデータの種類を選択できます。

� パラメータでワークシートのデータ量を限定するため、ワークシートを開く時間が短縮
されます。

� 複数のユーザーが 1つのワークシートを使用する場合でも、各ユーザーごとに必要な
データを取得できます。

Discovererのユーザーがパラメータを作成するのは、最初のワークブックを作成するときが
ほとんどです。ただし、（Discoverer管理者が付与した）適切なアクセス権を持っていれば、
誰でもパラメータを作成できます。パラメータの作成時または選択時に使用されるデータ値
という用語は、パラメータが提供する選択肢を示しています。  たとえば、データを表示する
都市を選択するためのパラメータである場合は、都市名がデータ値になります。すなわち、
ニューヨーク、ロサンジェルス、デンバーが都市選択するパラメータに対するデータ値にな
ります。

ワークブックを開く際に、パラメータのデータ値を選択します。ただし、必要なデータ値が
ない場合は自分でデータ値を入力します。 

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
新規パラメータの作成 :
既存のパラメータの編集 :
別のパラメータ値の選択 :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
ワークブックを開くときのパラメータに対するデータ値の選択

ワークブックを開くときのパラメータに対するデータ値の選択ワークブックを開くときのパラメータに対するデータ値の選択ワークブックを開くときのパラメータに対するデータ値の選択ワークブックを開くときのパラメータに対するデータ値の選択
パラメータが定義されているワークシートを開くと、パラメータのリストが表示されます。
ワークシートに必要なパラメータを選択します。 

注意注意注意注意 : パラメータのデータ値を選択すると最初にワークシートに表示されるデータが限定さ
れます（たとえばニューヨークのデータに限定されます）が、パラメータはワークシートで
使用可能なデータを限定するものではありません。ワークシートの使用中はいつでもデータ
の追加が可能です。また、問合せがリフレッシュされるたびにパラメータ値を変更したり、
メニューからパラメータ値を編集することも可能です。

パラメータの設計に応じて、次のようにデータ値を選択できます。

� 1つのパラメータに 1つのデータ値

� 1つのパラメータに複数のデータ値

� 複数のパラメータに複数のデータ値
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
パラメータのデータ値の選択パラメータのデータ値の選択パラメータのデータ値の選択パラメータのデータ値の選択 :

1. ワークシートを開きます。そのワークシートにパラメータが定義されている場合は、ダ
イアログが開いて使用可能なパラメータのリストが表示されます。各パラメータの隣に
あるテキスト・ボックスにはデフォルト値が入力されています。 

2. 次のいずれかの方法でパラメータのデータ値を選択します。

� デフォルト値を選択する場合は「「「「OK」」」」をクリックします。

� デフォルト値を変更する場合はテキスト・フィールドの横にある下向きの矢印をク
リックします。ドロップダウン・リストでデータ値を選択し、「「「「OK」」」」をクリックし
ます。

表示されたワークシートには選択した値のデータのみ含まれています。次のサンプルで
はパラメータ「City」にデータ値のリストから選択したデータ値「San Francisco」が指
定されています。表示されたワークシートにはサンフランシスコのデータのみが含まれ
ます。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
3. 複数のデータ値を指定できるパラメータの場合は、ワークシートを開く際に複数のデー
タ値を選択します。この方法でパラメータを選択すると、表示するデータを細かく絞り
込むことができます。ドロップダウンの矢印をクリックし、「値の選択」「値の選択」「値の選択」「値の選択」を選択します。
「値」ダイアログが表示されます。

4. 「値」ダイアログでパラメータのデータ値をクリックします。ワークシートにすべての
データ値を表示する場合は、「すべてを選択」「すべてを選択」「すべてを選択」「すべてを選択」をクリックします。  

5. 「値」ダイアログの「「「「OK」」」」をクリックして、「パラメータ値の編集」ダイアログの
「「「「OK」」」」をクリックします。ワークシートが開き、複数のデータ値に関するデータが表示
されます。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
6. ワークブックに複数のパラメータが定義されている場合は、各パラメータの隣にあるド
ロップダウンの矢印をクリックしてそれぞれのデータ値を選択します。次の例では 2つ
のパラメータが表示されています。一方は Cityのパラメータ、もう一方は Yearのパラ
メータです。つまり、表示するデータの組合せが選択できます。 

パラメータの作成パラメータの作成パラメータの作成パラメータの作成
パラメータは条件文を使用して特定のデータを検索するため、パラメータの作成は単純な条
件文を作成することと類似しています。データベースにある都市名のリストなど、パラメー
タに使用するデータ・アイテムを指定して、そのパラメータで使用可能にする選択肢を指定
します。

パラメータは作成の他、編集してデフォルト値、説明または表示名を変更することができま
す。たとえば、会社が販売地域に新規販売店を追加する場合は、パラメータを編集してその
新規販売店を「「「「Store.Name」」」」パラメータのデフォルト値にすることができます。

新規パラメータの作成新規パラメータの作成新規パラメータの作成新規パラメータの作成 :

1. パラメータの適用対象とするワークシートを表示します。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
2. メニューから「ツール」→「パラメータ」「ツール」→「パラメータ」「ツール」→「パラメータ」「ツール」→「パラメータ」を選択します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイ
アログが開いて「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」タブがハイライトされます。

3. 「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」をクリックします。「新規パラメータ」「新規パラメータ」「新規パラメータ」「新規パラメータ」ダイアログが表示されます。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
4. パラメータの特徴を入力、または選択します。

「パラメータの名前を指定してください」「パラメータの名前を指定してください」「パラメータの名前を指定してください」「パラメータの名前を指定してください」: 「パラメータ」ダイアログに表示する名前を
入力します。名前を入力しない場合は「City」などのデフォルトのパラメータが表示さ
れます。

「パラメータを使用するアイテムを指定してください」「パラメータを使用するアイテムを指定してください」「パラメータを使用するアイテムを指定してください」「パラメータを使用するアイテムを指定してください」: ドロップダウン・リストからパ
ラメータのデータ・アイテムを選択します。たとえば、都市選択のパラメータを作成す
る場合は、都市名が含まれているデータ・アイテムを選択します。このリストにはワー
クシートで使用中のデータ・アイテムが表示されます。ワークシートで選択したアイテ
ムに関連するすべてのアイテムと、すべてのユーザー定義アイテムも表示されます。

「ユーザーに表示するプロンプト」「ユーザーに表示するプロンプト」「ユーザーに表示するプロンプト」「ユーザーに表示するプロンプト」: ワークシートを開く前に表示されるダイアログのテ
キストです。ユーザーに選択を指示するテキストを入力します。

「ユーザーに表示する説明」「ユーザーに表示する説明」「ユーザーに表示する説明」「ユーザーに表示する説明」: ダイアログに表示される、パラメータの説明文です。

「このパラメータに指定するデフォルト値」「このパラメータに指定するデフォルト値」「このパラメータに指定するデフォルト値」「このパラメータに指定するデフォルト値」: パラメータのあらかじめ選択されている
データ値です。ドロップダウンの矢印をクリックしてリストからデータ値を選択する
か、またはボックスに直接デフォルト値を入力します。

「ユーザーによる複数の値の選択を許可」「ユーザーによる複数の値の選択を許可」「ユーザーによる複数の値の選択を許可」「ユーザーによる複数の値の選択を許可」: ワークシートを使用するユーザーが、ワー
クシートを開く際にパラメータのデータ値を複数選択できるようにする場合はこのオプ
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
ションを選択します。このオプションを選択しない場合、ユーザーはパラメータの値を
1つしか選択できません。 

「条件の作成」「条件の作成」「条件の作成」「条件の作成」: 計算式の中でパラメータを使用する条件文を作成します。たとえば、
条件文がその計算式で Cityを使用しているときに、パラメータのデータ値として New 
Yorkを選択すると、条件文も計算式で Cityに New Yorkを使用します。

「使用する演算子」「使用する演算子」「使用する演算子」「使用する演算子」: 演算子付きの条件を作成します。演算子はドロップダウン・リス
トから選択します。たとえば、等記号（=）を選択すると計算「"アイテム "＝ "パラ
メータ "」という条件が作成されます。この機能の代表的な使用例は、あるデータ値よ
りも大きい（>）データ値か、または小さい（<）データ値の検索です。たとえば、1997
年以降の全データを検索する場合の条件計算式は「"Year" > 1997」です。ワークシート
には 1998年以降のデータが表示されます。

注意注意注意注意 : 条件の一部としてパラメータを作成する場合は、すでに条件の定義を開始してい
るためダイアログのパラメータを使用する条件作成の領域は使用できません。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。「パラメータ」ダイアログに新規パラメータが表示されます。

「パラメータ」ダイアログでパラメータを上下に移動すると、ワークシートを開いたと
きにダイアログ内での位置が変わります。 

6. 「パラメータ」タブの「「「「OK」」」」をクリックします。 

「パラメータ値の編集」ダイアログが表示され、データ値が指定できます。ワークシー
トには「パラメータ値の編集」ダイアログで指定したデータ値に関するデータが表示さ
れます。 

使用中の条件に組み込まれたパラメータも自動的に有効になります。「新規パラメータ」ダ
イアログでオプション「条件の作成」「使用する演算子」「条件の作成」「使用する演算子」「条件の作成」「使用する演算子」「条件の作成」「使用する演算子」を選択した場合は、新規条件が作
成されて有効になります。パラメータも有効になります。 

パラメータを無効にするには、条件を無効にします。条件を削除するとパラメータも削除さ
れます。その逆も同様です。

既存のパラメータの編集既存のパラメータの編集既存のパラメータの編集既存のパラメータの編集 :

1. パラメータの適用対象とするワークシートを表示します。 

2. メニューから「ツール」→「パラメータ」「ツール」→「パラメータ」「ツール」→「パラメータ」「ツール」→「パラメータ」を選択します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイ
アログが開いて「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」タブがハイライトされます。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
3. 編集するパラメータの名前をクリックして「編集」「編集」「編集」「編集」をクリックします。「パラメータの「パラメータの「パラメータの「パラメータの
編集」編集」編集」編集」ダイアログが表示されます。 
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4. 変更するパラメータの項目を入力、または選択します。

「パラメータの名前を指定してください」「パラメータの名前を指定してください」「パラメータの名前を指定してください」「パラメータの名前を指定してください」: 「パラメータ」ダイアログに表示する名前を
入力します。名前を入力しない場合は「City」などのデフォルトのパラメータが表示さ
れます。

「ユーザーに表示するプロンプト」「ユーザーに表示するプロンプト」「ユーザーに表示するプロンプト」「ユーザーに表示するプロンプト」: ワークシートを開く前に表示されるダイアログの
テキストです。ユーザーに選択を指示するテキストを入力します。

「ユーザーに表示する説明」「ユーザーに表示する説明」「ユーザーに表示する説明」「ユーザーに表示する説明」: ダイアログに表示される、パラメータの説明文です。

「このパラメータに指定するデフォルト値」「このパラメータに指定するデフォルト値」「このパラメータに指定するデフォルト値」「このパラメータに指定するデフォルト値」: パラメータのあらかじめ選択されている
データ値です。ドロップダウンの矢印をクリックしてリストからデータ値を選択する
か、またはボックスに直接デフォルト値を入力します。

「ユーザーによる複数の値の選択を許可」「ユーザーによる複数の値の選択を許可」「ユーザーによる複数の値の選択を許可」「ユーザーによる複数の値の選択を許可」: ワークシートを使用するユーザーが、ワー
クシートを開く際にパラメータのデータ値を複数選択できるようにする場合はこのオプ
ションを選択します。このオプションを選択しない場合、ユーザーはパラメータの値を
1つしか選択できません。 

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」タブに戻ります。

6. 「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」タブの「「「「OK」」」」をクリックして変更を適用します。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
別のパラメータ値の選択別のパラメータ値の選択別のパラメータ値の選択別のパラメータ値の選択 :

1. メニューから「シート」→「パラメータ値の編集」「シート」→「パラメータ値の編集」「シート」→「パラメータ値の編集」「シート」→「パラメータ値の編集」と選択します。「パラメータ値の編「パラメータ値の編「パラメータ値の編「パラメータ値の編
集」集」集」集」ダイアログが表示されます。

2. 新規データ値を選択して「「「「OK」」」」をクリックします。

選択したデータ値に対応する結果が表示されます。

条件条件条件条件
条件とは、特定のデータを検索するための文のことです。条件をオンにするとその条件に合
致しないデータが排除され、必要なデータのみ表示されます。

次に例を示して条件の概念を説明します。

1998年は最も業績のよい年でした。1998年のデータを詳細に分析して成功の理由を正
確に把握します。分析を実行するには、1998年のデータのみを表示する必要がありま
す。

条件文は「「「「Year=1998」」」」です。他の年のデータは表示されません。

会社の業務目標は各販売店の 1日の利益を 3000ドル超とすることです。利益目標 3000
ドルをすでに超えている販売店を調べます。

条件文は「「「「Profit SUM> 3000」」」」です。利益が 3000ドルを超えているすべての販売
店のデータが表示されるため、目標をすでに達成している販売店がすぐにわかりま
す。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
これに対して、1日の利益がまだ 3000ドルになっていない販売店を表示する場合の
条件文は「Profit SUM <3000」になります。

ワークシートには、以前に Discoverer管理者が定義した、または自分で定義した条件を多数
組み込むことができます。ワークシート編集の権限を持っている場合は、必要なデータを表
示する際に適用する条件を選択できます。既存の条件では望んだとおりにデータにフィルタ
をかけることができない場合は、自分で条件文を作成して適用することもできます。 

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
条件の使用
新規条件の作成
ワークシートへの条件の適用
複数の条件のグループ化
条件の編集と削除

条件の使用条件の使用条件の使用条件の使用
前にワークシートに定義した条件は「条件」ダイアログにリストされます。必要なデータは
これらの条件のオン・オフで検索します。条件をオンにするとその条件に合致したデータの
み表示されます。条件をオフにすると他のデータが再び表示されます。

条件をオンにすると必要ないデータが排除されます。再びすべてのデータを表示するには、
条件をオフにします。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
使用可能な条件の表示使用可能な条件の表示使用可能な条件の表示使用可能な条件の表示 :

1. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「条件」「条件」「条件」「条件」を選択するか「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」の「条件」「条件」「条件」「条件」アイコンをクリックする
と「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログが表示されます。

2. 「条件の表示」「条件の表示」「条件の表示」「条件の表示」テキスト・ボックスの隣にあるドロップダウンの矢印をクリックして、
表示する条件を決定します。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
3. 次のいずれかを選択します。

「「「「<アイテム名アイテム名アイテム名アイテム名 >」」」」: 選択したデータ・アイテムにのみ適用される条件がリストされま
す。 

「すべてのアイテム」「すべてのアイテム」「すべてのアイテム」「すべてのアイテム」: ワークブックの全アイテムに対して定義した条件がリストされ
ます。

「使用中」「使用中」「使用中」「使用中」: 現行のワークシートでオンにされている条件のみリストします。

条件のオン・オフ条件のオン・オフ条件のオン・オフ条件のオン・オフ :

1. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「条件」「条件」「条件」「条件」を選択するか「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」の「条件」「条件」「条件」「条件」アイコンをクリックして
「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログを表示します。「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログにはワークブックにすでに定義さ
れている条件がリストされ、それぞれのオン・オフ状態が示されます。

2. 条件をオンにする場合は、対象条件の隣にあるボックスをクリックしてチェックマーク
を表示します。一度に複数の条件をオンにできます。条件をオフにする場合は、その
ボックスをクリックしてチェックマークを外します。

3. 「「「「OK」」」」をクリックします。Discovererは条件に合致するデータを検索して表示します。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
注意注意注意注意 : 条件をオフにする場合には、「削除」「削除」「削除」「削除」ボタンをクリックしないでください。「削除」「削除」「削除」「削除」ボ
タンをクリックすると、その条件がワークブックから完全に削除されます。

競合する 2つ以上の条件を選択すると警告が表示されます。たとえば、「"Year = 1994"」と
「"Year = 1995 or 1996"」という 2つの条件は競合します。これは最初の条件で 1994年以外の
年のデータを削除しながら、2番目の条件で 1995年と 1996年を同時に表示しようとするた
めです。

複雑な競合は検出できない場合があります。その場合、ワークシートにはデータの行が表示
されません。

新規条件の作成新規条件の作成新規条件の作成新規条件の作成
既存の条件だけでは必要な情報を検索できない場合、ユーザーが条件文を作成できます。こ
のセクションでは比較的簡単な条件文の作成方法を説明します。より複雑な条件文の作成方
法は、「複数の条件のグループ化」で説明します。

新規条件の作成新規条件の作成新規条件の作成新規条件の作成 :

1. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「条件」「条件」「条件」「条件」と選択するか「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」の「条件」「条件」「条件」「条件」ツールをクリックして
「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログを表示します。

2. 「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」ボタンをクリックして「新規条件」「新規条件」「新規条件」「新規条件」ダイアログを表示します。 
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
3. 次のボックスにテキストを入力します。

「条件の名前を指定」「条件の名前を指定」「条件の名前を指定」「条件の名前を指定」: このテキスト・ボックスに名前を入力します。選択したデータ・
アイテム、条件および値に基づいて条件の名前を自動的に生成するには「名前の自動生「名前の自動生「名前の自動生「名前の自動生
成」成」成」成」ボックスをチェックします。

「条件の説明を指定」「条件の説明を指定」「条件の説明を指定」「条件の説明を指定」: 単純かつ直接的な条件の場合は、名前と説明のみでデータの
フィルタ方法が分かります。ただし、高度な条件の場合は、明確にするためより詳細な
説明を加える必要があります。ここに入力した説明は該当する条件が選択されると「説「説「説「説
明」明」明」明」ダイアログに表示されます。説明を入力しない場合は、条件計算式が説明のかわり
に自動的に表示されます。

4. そのダイアログの「式」「式」「式」「式」セクションで条件文の式を作成します。まず「アイテム」「アイテム」「アイテム」「アイテム」およ
び「条件」「条件」「条件」「条件」を選択し、続けて「値」「値」「値」「値」テキスト・ボックスで必要な値を選択または入力し
て、式を作成または編集します。

5. 「アイテム」「アイテム」「アイテム」「アイテム」のドロップダウン・ボタンをクリックして条件式の最初の部分のデータ・
アイテムを選択します。 

ドロップダウン・リストに表示されるワークブックのデータ・アイテムを条件式に使用
します。このリストには、現行のワークシートに表示されているもののみではなく、
ワークブックのすべてのデータ・アイテムが表示されます。ワークブックに定義された
データ・アイテムはすべて条件の作成に使用できます。 

ドロップダウン・リストの他のオプションには、「ユーザー定義アイテムの作成」「ユーザー定義アイテムの作成」「ユーザー定義アイテムの作成」「ユーザー定義アイテムの作成」およ
び「条件の選択」「条件の選択」「条件の選択」「条件の選択」があります。これらでは定義またはその他の条件を使用して条件の最
初の部分を作成します。既存の条件を編集している場合は、オプション「条件コピー」「条件コピー」「条件コピー」「条件コピー」
がドロップダウン・リストに表示されます。これは「条件の編集」「条件の編集」「条件の編集」「条件の編集」ダイアログの既存の
条件を素早く置き換えるためのものです。定義済みの条件のリストが表示されるので、
その中から選択します。選択した条件は、「条件の編集」「条件の編集」「条件の編集」「条件の編集」ダイアログで現在選択されて
いる条件を置き換えます。

既存の条件をそのアイテムに選択した場合は、選択した条件がすでに作成済みであるた
め条件演算子と値のボックスが削除されます。これはその条件を使用してより高度な条
件が作成できます。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
6. 「条件」「条件」「条件」「条件」のドロップダウン・ボタンをクリックして必要な条件演算子を選択します。 

7. 条件の定義を完了させるには「値」「値」「値」「値」ボックス内をクリックしてデータ値を入力します。

値のドロップダウン・リストはショートカットであるため、アイテムのデータ値を手動
で入力する必要はありません。ただし、各種アイテムのデータ値がリスト内に表示され
たり表示されなかったりする場合があります。これは各種アイテムのデータ値のリスト
がワークブックに表示されるよう Discoverer管理者がセットアップしているかどうかに
よります。「値」「値」「値」「値」ドロップリスト・ボタンをクリックしてデータ値のリストを表示する
と、手動で入力することなくアイテムの値を選択できます。

たとえば、Regionというデータ・アイテムの 3つの値が Central、EastおよびWestで
ある場合は、「Region ＝」を選択してドロップリスト・ボタンをクリックすると選択肢
としてこれら 3つが表示されます。 

次の例では「値」「値」「値」「値」ドロップダウン・リストに各都市が表示されています。

定義の結果を値にするには「ユーザー定義アイテムの作成」「ユーザー定義アイテムの作成」「ユーザー定義アイテムの作成」「ユーザー定義アイテムの作成」を選択します。新規ユー
ザー定義アイテム作成のダイアログが表示されます。

別のアイテムを条件の値にするには「アイテムの選択」「アイテムの選択」「アイテムの選択」「アイテムの選択」をクリックします。表示された
ワークシートのアイテムのリストからアイテムを選択します。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
条件に選択したアイテムにパラメータが定義されていた場合は、ドロップダウン・リス
トから「パラメータの選択」「パラメータの選択」「パラメータの選択」「パラメータの選択」を選択し、そのアイテムの既存のパラメータを選択しま
す。 

条件のパラメータ定義に複数パラメータの選択のオプションが含まれている場合は、ド
ロップダウン・リストから「値の選択」「値の選択」「値の選択」「値の選択」を選択します。データ値のリストが表示される
ので、その中から選択します。

ドロップダウン・リストから「新規パラメータ」「新規パラメータ」「新規パラメータ」「新規パラメータ」を選択して、アイテムに新規パラメー
タを作成することもできます。新規パラメータ作成のダイアログが表示されます。

注意注意注意注意 : 条件にパラメータを使用する場合、計算式ではパラメータの前に「： 
myParameter」というようにコロンが付きます。ユーザー定義アイテムを使用するとそ
の前に等号が付き、Discovererはこれでユーザー定義アイテムであることを認識しま
す。条件の中の式でアイテムが記述された場合、それらを使用して計算された結果の値
を条件に使用します。
等号を使用して "=Profit.SUM = Sales.SUM"などの計算を直接「アイテム」ボックスと
「値」ボックスに入力することもできます。

8. テキストを使用する場合に、テキスト内の大文字および小文字を合致させたいときは
「大文字小文字の区別」「大文字小文字の区別」「大文字小文字の区別」「大文字小文字の区別」のボックスをチェックします。たとえば、条件でデータにフィ
ルタをかけて「"widgets"」ではなく「"Widgets"」を検索する場合に「大文字小文字の「大文字小文字の「大文字小文字の「大文字小文字の
区別」区別」区別」区別」ボックスをチェックします。

9. 「「「「OK」」」」をクリックします。新規条件が「条件」ダイアログに表示されて有効となり、
データへの適用ができるようになります。 

10.「条件」ダイアログの「「「「OK」」」」をクリックして条件に合致するデータを表示します。

条件演算子条件演算子条件演算子条件演算子

条件を作成するには、条件演算子を使用して文を生成します。次に演算子およびいくつかの
例をリストします。

注意注意注意注意 : テキストは一重引用符で囲んでください。テキストは一重引用符で囲んでください。テキストは一重引用符で囲んでください。テキストは一重引用符で囲んでください。条件を作成する際に値のテキストを入力す
る場合は、一重引用符でそのテキストを囲む必要があります。たとえば、条件「Region = 
'Central'」の場合、テキスト値「'Central'」は一重引用符で囲む必要があります。数値は一
重引用符で囲む必要はありません。

条件演算子条件演算子条件演算子条件演算子 意味意味意味意味 例例例例 :

= 等号 Region = 'Central'
「Central Region」のデータのみ検索します。 

<> 異なる Region <> ‘Central’
「Central」以外の全データを検索します。  
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
> より大きい ProfitSUM > 10000
「Profit Sum」が 10000を超える場合に全データを検
索します。

Sales_Date > 01_JAN_99
1999年の 1月 1日より後の全売上日付を検索します。

< より小さい ProfitSUM < 10000
「Profit Sum」が 10000より小さい場合に全データを
検索します。

Sales_Date < 01_JAN_99
1999年の 1月 1日より前の全売上日付を検索します。

<= 以下 ProfitSUM <= 10000
「Profit Sum」が 10000以下である場合に全データを
検索します。

Product_Name <= 'M'
A～Mの名前が付く全製品を検索します。

>= 以上 ProfitSUM >= 10000
「Profit Sum」が 10000以上である場合に全データを
検索します。

Product_Name >= 'M'
M～ Zの名前が付く全製品を検索します。

LIKE 類似（ワイルド・
カード一致使用）

Name LIKE 'A_'
Aで始まる 2文字の名前をすべて検索します。アン
ダースコア（_）記号は 1文字に相当します。 

Name LIKE '%ING'
文字 INGで終わる名前をすべて検索します。パーセ
ント記号（%）は複数文字に相当します。

IN 1つ以上の値が含まれ
る

City IN ('Boston', 'Los Angeles', 'New York')
Boston、Los Angelesおよび New Yorkのデータを検
索します。

IS NULL データが含まれない
（ゼロ（0）ではない）

Commission IS NULL
コミッションが値を持たない場合に限ってデータが表
示されます。

IS NOT NULL データが含まれる
（ゼロ（0）の場合も
ある）

Commission IS NOT NULL
コミッションがなんらかの値を持つ場合にデータが表
示されます。

NOT IN 1つ以上の値に含まれ
ていない

City NOT IN ('Boston', 'Chicago')
Bostonまたは Chicagoが含まれているデータ以外の
データをすべて検索します。

条件演算子条件演算子条件演算子条件演算子 意味意味意味意味 例例例例 :
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
複数の条件のグループ化複数の条件のグループ化複数の条件のグループ化複数の条件のグループ化
複数の条件文をグループ化することができます。複数の文で構成される条件では、ANDお
よび OR演算子が結合に使用されます。文のネストも可能です。この場合はある文が別の文
の定義に組み込まれます。 

注意注意注意注意 : NOT演算子は存在しません。ただし、相補演算子を使用して否定条件を作成するこ
とが可能です。

例 :

1995年の利益が 3000ドルを超えた販売店のデータを検索します。

条件文は「「「「Profit SUM> 3000 AND Year=1995」」」」です。他の年、およびそれより利
益の少ない販売店のデータは表示されません。

Californiaの全販売店のデータと、利益が 3000ドルの全販売店を検索します。

条件文は「「「「State=’CA’ OR Profit SUM>3000」」」」です。このデータ表示では、利益に
関係なく Californiaの全販売店のデータが示される他、利益が 3000ドルを超える
各州の販売店のデータが示されます。

BETWEEN 該当する値がある 2
つの値の間にある

Profit BETWEEN 1000 AND 2000
1000以上 2000以下の利益が含まれているデータを検
索します。

NOT BETWEEN 該当する値がある 2
つの値の間にない

Profits NOT BETWEEN 1000 AND 2000
1000より小さいか、または 2000より大きい利益を含
むデータを検索します。

NOT LIKE 類似していない Name NOT LIKE 'A_'
Aで始まる以外の名前をすべて検索します。

Name NOT LIKE '%ING'
文字 ING以外で終わる名前をすべて検索します。

!= 
^ =
<>

異なる Region!= 'Central'

「Central」以外のすべての地域を検索します。 

注意注意注意注意 : これら 3つの演算子は、それぞれ異なるプログ
ラミング言語で「異なる」に使用されており、同じ意
味を持ちます。最も使用しやすいものを選択してくだ
さい。

条件演算子条件演算子条件演算子条件演算子 意味意味意味意味 例例例例 :
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
複数の条件のグループ化複数の条件のグループ化複数の条件のグループ化複数の条件のグループ化 : 

1. 「新規条件」「新規条件」「新規条件」「新規条件」ダイアログの「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」ボタンをクリックします。「新規条件」「新規条件」「新規条件」「新規条件」ダイアロ
グが表示されます。

「挿入」「挿入」「挿入」「挿入」のボタンとして「新規アイテム」「新規アイテム」「新規アイテム」「新規アイテム」、「「「「AND」」」」および「「「「OR」」」」が追加されます。こ
れらのボタンで詳しい条件を作成します。

2. 条件の最初の行を作成します。前述の例では「「「「Cost> 1000」です。」です。」です。」です。 

3. 「新規アイテム」「新規アイテム」「新規アイテム」「新規アイテム」ボタンをクリックして条件文に行を追加します。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
ダイアログ内の左側に「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」列が新たに追加されています。「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」列には
演算子による文のグループ化方法が示されます。デフォルトでは、初めて複数の文を書
いたときは AND演算子でグループ化されるように設定されています。グループ演算子
を OR、NOT ANDまたはNOT ORに変えるときは、隣にあるドロップダウン・メ
ニューをクリックします。

4. 条件の 2行目を例にならって作成し、「Region = 'East'」とします。
必要なデータの取得 2-33



 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
ダイアログの下の方に計算式が表示されるので、文の論理構造が正しいか確認します。

5. 「「「「OK」」」」 をクリックして複数文の条件を保存します。

注意注意注意注意 : ダイアログ上では条件およびアイテムのドラッグが可能です。条件 Aを「グループ」
列で条件 B上にドラッグすると、条件 Bが条件 Aに置き換わります。「条件コピー」「条件コピー」「条件コピー」「条件コピー」を「ア
イテム」ドロップダウン・リストから選択することもできます。その場合はコピーした条件
の値が、選択した条件の値を置き換えます。

演算子を複数のレベルにネストして、複数の条件をグループ化することもできます。たとえ
ば、1996年の原価が 1000ドルを超えた販売店のデータか、または「East」販売地域で任意
の年の原価が 1000ドルを超えた販売店のデータを検索する場合の条件は「「「「Cost> 1000 AND 
(Region='East' OR Year=1996)」」」」となります。

複数の条件のネスト複数の条件のネスト複数の条件のネスト複数の条件のネスト : 

1. グループ演算子の隣にある列ハンドルをクリックします。 

2. 「「「「AND」」」」ボタンまたは「「「「OR」」」」ボタンをクリックして条件にグループを追加します。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
ダイアログの下の方に表示されている計算式には、新規の文構造が表示されます。

3. 条件の他の行に対して実行したのと同じように「アイテム」、「条件」および「値」を選
択します。

注意注意注意注意 : 特に文のグループ化の際、ANDおよび OR演算子の使用方法が困難な場合があ
ります。データを注意してチェックし、条件が予期した結果を生成するか確認してくだ
さい。また、条件を削除すると「元に戻す」「元に戻す」「元に戻す」「元に戻す」ボタンがアクティブになるので、必要に応
じて復元できます。「元に戻す」「元に戻す」「元に戻す」「元に戻す」は削除の後にのみ使用できます。

4. 「「「「OK」」」」をクリックして複数文の条件を保存します。

ワークシートへの条件の適用ワークシートへの条件の適用ワークシートへの条件の適用ワークシートへの条件の適用  

作成が完了した条件にはチェックマークが付与されて表示されます。データへの適用の
準備ができたことが示されます。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
適用する条件をチェックして、「「「「OK」」」」をクリックして条件を適用し、結果を確認します。

条件の編集と削除条件の編集と削除条件の編集と削除条件の編集と削除
予期したとおりのデータが検索できない場合は条件文を編集します。たとえば、条件文が
1998年のデータを検索しても、データベースに 1999年のデータが含まれている場合は、そ
の条件文を編集して新しいデータが検索できるよう更新します。

削除を行った条件はワークブックから完全に削除されます。今後必要になる可能性がある場
合は、条件を削除せずオン・オフの切替えを行うことをお薦めします。

条件の編集条件の編集条件の編集条件の編集 :

1. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」→→→→「条件」「条件」「条件」「条件」を選択するか「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」の「条件」「条件」「条件」「条件」ツールをクリックします。
「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログが表示されます。

2. 「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログで条件を選択します。

3. 「編集」「編集」「編集」「編集」ボタンをクリックします。「条件の編集」ダイアログが表示されます。
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 ワークブックを開く場合の特定のデータの検索
注意注意注意注意 : Discoverer管理者が作成した条件は編集できません。そのような条件を選択する
と「編集」「編集」「編集」「編集」ボタンが「表示」「表示」「表示」「表示」に変わります。「表示」「表示」「表示」「表示」ボタンは条件および計算式の確認
に使用できますが変更はできません。また、Discoverer 3.1で作成した副問合せを含む
高度な条件の確認または編集はできません。条件の確認および編集ができないことを示
すメッセージが表示されます。ただしこれらの条件のオン・オフは可能なため、任意の
方法によるデータの分析ができます。

4. 条件の変更を行います。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。条件の編集ができました。 

6. 編集した条件をデータに適用する場合は、チェックされていることを確認して「「「「OK」」」」
をクリックします。

条件の削除条件の削除条件の削除条件の削除 :

1. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」→→→→「条件」「条件」「条件」「条件」を選択するか「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」「ツールバー」の「条件」「条件」「条件」「条件」ツールをクリックします。
「条件」「条件」「条件」「条件」ダイアログが表示されます。

2. 削除する条件を選択します。

3. 「削除」「削除」「削除」「削除」ボタンをクリックします。リストからその条件が削除されました。
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 新規ワークブックの作成
新規ワークブックの作成新規ワークブックの作成新規ワークブックの作成新規ワークブックの作成
Discovererで作業しているときに、自分で追加のワークブックやワークシートを作成する必
要がある場合があります。たとえば、プロジェクト固有の情報を別のワークブックにまとめ
て他のチーム・メンバーと共有するような場合です。 

（Discoverer管理者が付与した）適切なアクセス権を持っていればワークブックやワーク
シートを作成できます。

注意注意注意注意 : ワークブックの作成とワークシートの作成プロセスは同じです。実際には新規ワーク
ブックを作成する場合、最初にそのワークブックのワークシートを作成します。したがって
この項のステップは、新規ワークブックの作成と新規ワークシートの作成の両方に共通で
す。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
新規ワークブックと新規ワークシートの作成 :
現行のワークシートへのアイテムの追加 :
現行のワークシートのアイテムの削除 :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
既存のワークブックを開く
ワークシートの編集
ワークブックの保存
ワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックの削除

新規ワークブックと新規ワークシートの作成新規ワークブックと新規ワークシートの作成新規ワークブックと新規ワークシートの作成新規ワークブックと新規ワークシートの作成 :

1. 次のいずれかを選択します。

� 「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「新規ワークシート」「新規ワークシート」「新規ワークシート」「新規ワークシート」を選択して新規ワークシートを作成します。 

� 「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」を選択して新規ワークブックを作成します。

「ワークブック ウィザード」ダイアログが表示されます。このダイアログで新規ワーク
シートにデータを表示する際のレイアウト（テーブルまたはクロス集計）を選択しま
す。

注意注意注意注意 : この項の以降のサンプル・ダイアログは、新規ワークブック作成のものです。 新
規ワークシート作成のダイアログはダイアログのタイトルが「ワークブックを作成」か
ら「ワークシートを作成」に変わる以外は同じです。

2. 新規ワークシートで使用するレイアウト・タイプのアイコンをクリックします。タイプ
を選択するとそれに応じて説明が表示されます。
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 新規ワークブックの作成
3. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。これは新規ワークシートに表示するデータの選択ダイアロ
グです。
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 新規ワークブックの作成
このダイアログには新規ワークシートの作成に使用可能なビジネス・エリアのデータが
リストされます。ダイアログに表示される各アイコンの内容を次に示します。

表表表表 2-1  新規ワークシート・アイコン新規ワークシート・アイコン新規ワークシート・アイコン新規ワークシート・アイコン

サンプル・アイコンサンプル・アイコンサンプル・アイコンサンプル・アイコン 説明説明説明説明

ビジネス・エリアビジネス・エリアビジネス・エリアビジネス・エリア : Discoverer管理者が作成したビジネス・エリ
アを表示します。新規ワークシートで別のビジネス・エリアを使
用する場合はドロップダウンの矢印をクリックしてビジネス・エ
リアのリストから選択します。1つのビジネス・エリアには 1つ
以上のフォルダが含まれています。 

フォルダフォルダフォルダフォルダ : ワークシートで使用するアイテムを編成します。フォ
ルダの隣にあるプラス（+）およびマイナス（-）符号をクリック
して開いたり閉じたりします。

軸アイテム軸アイテム軸アイテム軸アイテム : テーブルの列またはクロス集計軸のレベルに相当し
ます。軸アイテムは不変であり、会社の部門名や販売地域名など
の一意の値は比較的少な目です。軸アイテムの値は値リストとし
て表示されます。 

軸アイテムの値軸アイテムの値軸アイテムの値軸アイテムの値 : 軸アイテムの値の 1つです。

数値アイテム数値アイテム数値アイテム数値アイテム : 数値データを表します。数値アイテムの値はデー
タの分析時に変更できます。たとえば、利益を合計して地域ごと
ではなく都市ごとに結果を生成できます。数値アイテムはテーブ
ルでは軸アイテムと同様に扱われ、クロス集計の本体のデータに
相当します。

集計集計集計集計 : データを集計する算術関数です。「Region」などのテキス
ト・アイテムの場合に一般的に使用される集計方法は Count、
MaxおよびMinです。つまり、テキスト・アイテムの数を数えた
り、最高値と最低値（たとえば、Aが最高値で Zが最低値など）
を検索したりできます。 

数値データの場合によく使用される集計方法は Sum、Count、
Max、Min、Averageおよび Detailです。たとえば、集計を行っ
て数値データの Sumや Averageを求めることができます。太字
の集計がデフォルトです。集計のデフォルトは Discoverer管理者
が設定します。 

条件条件条件条件 : 特定のデータを検索するためのフィルタです。管理者が定
義した条件および計算式はフォルダに表示されますが、ユーザー
が定義した条件および計算式は表示されません。

アイテムアイテムアイテムアイテム : 他のアイテムから新規データを生成する数学式です。
管理者が定義した条件および計算式はフォルダに表示されますが、
ユーザーが定義した条件および計算式は表示されません。
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 新規ワークブックの作成
4. 「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」リストの上にあるドロップダウン・メニューからビジネス・エリアを選択
します。

5. フォルダの隣にあるプラス（+）符号をクリックして、内部のアイテムをすべて表示し
ます。

現行のワークシートで使用可能なアイテムが含まれているフォルダがアクティブになり
ます。他のフォルダはグレー表示されます。 

隣にプラス符号があるアイテムは、値が選択できることを示しています。たとえば、
「City」アイテムにはデータベースにある都市の名前が含まれています。特定の都市を
選択してワークシートに追加することができます。このようにすると、暗黙的に条件
「‘City’ = <name>」を作成およびアクティブ化したことになります。

6. 使用可能なデータ・アイテムのリストからワークシートに追加する特定のデータ・アイ
テムを選択します。複数のアイテムを選択する場合は、[Ctrl]を押しながらアイテムを
クリックします。ダイアログの中ほどの「＞」ボタンがアクティブになります。 

7. 「＞」「＞」「＞」「＞」ボタンをクリックして使用可能なアイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストに移動します。
移動したアイテムは新規ワークシートのデータ・アイテムになります。「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」リ
ストで選択したアイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストにドラッグすることもできます。複数の
アイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストに移動した例を次に示します。

「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」リストでは様々なレベルのデータを選択できます。たとえば、選択した
フォルダを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストに移動すると、そのフォルダのデータもすべて「選択済
み」リストに移動します。同様に、アイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストに移動すると、その
値もすべて「選択済み」リストに移動し、最終的にワークシートに移動します。たとえ
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 新規ワークブックの作成
ば、「「「「City」」」」アイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストに移動すると、すべての都市名がワーク
シートに表示されます。

数値アイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストに移動した場合は、デフォルトの集計関数が自動的
に組み込まれます。同様に値もすべて自動的に組み込まれます。軸アイテムの選択およ
び移動の場合は、集計関数は自動では組み込まれません。 

「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストのアイテムを削除するには、そのアイテムをクリックし、ドラッグ
して「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」リストに戻すか、または「＜」「＜」「＜」「＜」ボタンをクリックします。

8. 複数のフォルダからアイテムを選択した場合は、フォルダの結合方法を指定するように
ダイアログで指示される場合があります。これは内部のアイテムの結合方法が複数あ
り、その方法が選択できることを示しています。

注意注意注意注意 : オプションの具体的な内容は管理者に問い合せてください。それらのオプション
の 1つの使用しか想定していない管理者が、余分なオプションを削除してビジネス・エ
リアを変更する場合が多くあります。結合パスの詳細は、5-14ページの「複数の結合パ
スについて」を参照してください。

9. 「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックすると新規ワークシートが作成されます。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックすると
次のページ（オプション）に移動し、作成した新規ワークシートに他の機能を追加する
ことができます。

注意注意注意注意 : 前のページの設定を変更するには、「戻る」「戻る」「戻る」「戻る」ボタンをクリックします。
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 ワークシートの編集
ワークシートの編集ワークシートの編集ワークシートの編集ワークシートの編集
ワークシート編集ダイアログの設定項目および特徴は、ワークシートまたはワークブック作
成のときと同じです。 

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
ワークシートの編集 :
現行のワークシートへのアイテムの追加 :
現行のワークシートのアイテムの削除 :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
レイアウトの編集
新規ワークブックの作成
ワークブックの保存
ワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックの削除

ワークシートの編集ワークシートの編集ワークシートの編集ワークシートの編集 : 

1. 編集するワークシートを開きます。

2. ツール・バーの「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」アイコンをクリックするか、または「シート」「シート」「シート」「シート」 
→→→→ 「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」を選択します。

「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイアログが表示されます。 

ダイアログの上のタブでワークシートの様々な機能を編集します。タブをクリックするとそ
の機能のオプションが表示されます。たとえば、「アイテムの選択」「アイテムの選択」「アイテムの選択」「アイテムの選択」タブを選択すると、「選「選「選「選
択済み」択済み」択済み」択済み」リストに表示されるアイテムが現在ワークシートで使用中のアイテムになります。
「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」リストのアイテムはグレー表示されているものを除きワークシートに追加でき
ます。
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 ワークシートの編集
この図は、表形式のワークシートを編集しているものです。クロス集計ワークシートの場合
も類似したダイアログが表示されます。ただし、「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」が「クロス集計レ「クロス集計レ「クロス集計レ「クロス集計レ
イアウト」イアウト」イアウト」イアウト」になり、「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」タブが表示されません。クロス集計データをソートするには
「ツール」→「ソート」「ツール」→「ソート」「ツール」→「ソート」「ツール」→「ソート」と選択します。

ワークシートにおけるアイテムの追加と削除ワークシートにおけるアイテムの追加と削除ワークシートにおけるアイテムの追加と削除ワークシートにおけるアイテムの追加と削除
「ワークシートの編集」ダイアログの最初のタブは、ワークシートでアイテムを追加または
削除する場合に使用します。たとえば、ワークシートのオリジナルのアイテムが「Region」
で、かつ「City」名が含まれていない場合はその地域の都市のアイテムを追加できます。

ワークシートに新規アイテムを追加すると、列が表に、あるいは行または列がクロス集計に
追加されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
ワークシートの編集
レイアウトの編集
ワークブックの保存
ワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックの削除 
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 ワークシートの編集
現行のワークシートへのアイテムの追加現行のワークシートへのアイテムの追加現行のワークシートへのアイテムの追加現行のワークシートへのアイテムの追加 :

1. フォルダおよびアイテムの隣にあるプラス（+）符号をクリックしてそれらの内容を表
示します。

2. 「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」リストでアイテムを選択します。

3. 「右矢印」「右矢印」「右矢印」「右矢印」ボタンをクリックするか、またはアイテムを「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストにドラッグ
します。

現行のワークシートのアイテムの削除現行のワークシートのアイテムの削除現行のワークシートのアイテムの削除現行のワークシートのアイテムの削除 :

1. 「選択済み」「選択済み」「選択済み」「選択済み」リストで条件を選択します。

2. 「左矢印」「左矢印」「左矢印」「左矢印」  ボタンをクリックします。

「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」タブまたは「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」タブを使用してワークシート
のアイテムを削除することもできます。アイテムをクリックして [Delete]キーを押します。

レイアウトの編集レイアウトの編集レイアウトの編集レイアウトの編集
レイアウトを編集してワークシートのページ・アイテム、軸アイテムおよび列を再配置した
りピボットできます。

1. 編集するワークシートを開きます。

2. ツール・バーの「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」アイコンをクリックするか、または「シート」「シート」「シート」「シート」 
→→→→ 「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」を選択します。

3. 「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」タブまたは「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」タブをクリックします。
ワークシートにおける現在のアイテムの配置状況が表示されます。

次の例では「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」および「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」を示しています。
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 ワークシートの編集
4. レイアウトされているアイテムの 1つを選択します。
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 ワークシートの編集
5. アイテムを新しい位置にドラッグしてレイアウトします。隣接するアイテムの上、下お
よび横が空白の行で囲まれます。これはマウスのボタンを離すと選択したアイテムがそ
の場所に配置されることを示しています。

6. アイテムを新しい位置に移動した後、マウスのボタンを離します。

7. アイテムをレイアウトから削除するには、そのアイテムを選択してキーボードの
[Delete]キーを押します。

下の「テーブル」「テーブル」「テーブル」「テーブル」レイアウトの例では、次のことを示しています。

� 「「「「Region」」」」列を右に移動するとワークシート上の 2番目の列になります。 

� 列の「「「「Year」」」」アイテムをピボットすると「ページアイテム」「ページアイテム」「ページアイテム」「ページアイテム」になります。

ワークシートにデータが重複する行がある場合は、オプション「重複する行を表示しない」「重複する行を表示しない」「重複する行を表示しない」「重複する行を表示しない」
をクリックすると該当する行を非表示にできます。

ワークシートの上の「ページアイテム」「ページアイテム」「ページアイテム」「ページアイテム」ボックスを削除するには、内部のアイテムをすべて
レポート本体にドラッグして「ページアイテムの表示」「ページアイテムの表示」「ページアイテムの表示」「ページアイテムの表示」のチェックを外します。
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 ワークブックの保存
ワークブックの保存ワークブックの保存ワークブックの保存ワークブックの保存
ワークブック保存のオプションは、ワークブックをデータベースに保存する権限を持ってい
るかどうかによって異なります。

� ワークブックの所有者で、そのワークブックをデータベースに保存する権限を持ってい
る場合は、ワークブックおよびあらゆる変更をデータベースに保存できます。

� ワークブックをデータベースに保存する権限があれば、共有ワークブックを開いたとき
に「名前を付けて保存」「名前を付けて保存」「名前を付けて保存」「名前を付けて保存」コマンドを使用して別のワークブック名で保存できます。ただ
し、データベースにワークブックを保存する権限がない場合は、表示と編集は可能です
が保存はできません。これは適正な権限を持たない人が他人のワークブックを上書きし
てしまうことを防ぐためです。

ワークブックを保存するにはどのような権限が必要か、Discoverer管理者に問い合せてくだ
さい。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
ワークブックの保存 :
ワークシートの改名 :
ワークブックにおけるワークシートの順序の変更 :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
ワークシートの編集
新規ワークブックの作成
ワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックの削除
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 ワークブックの保存
ワークブックの保存ワークブックの保存ワークブックの保存ワークブックの保存 :

1. 次のいずれかを選択します。

� 「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「保存」「保存」「保存」「保存」を選択します。ワークシートが開いたままの状態で変更が
保存されます。

� 保存とクローズを同時に行う場合は「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「閉じる」「閉じる」「閉じる」「閉じる」を選択します。ワー
クブックのどのワークシートにも変更を加えていないときは、そのまま閉じます。
ワークシートに変更が保存されていないワークブックが存在する場合は、変更の保
存を問い合せるダイアログが表示されます。

� 新しいワークブック名でワークブックを保存する場合は、「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「名前を「名前を「名前を「名前を
付けて保存」付けて保存」付けて保存」付けて保存」を選択します。ワークブックを新しい名前で保存するためのダイアロ
グが表示されます。

2. テキストボックスに新しい名前を入力します。

3. 「保存」「保存」「保存」「保存」をクリックして変更を保存します。

変更を保存せずにワークブックを開いたままにしておく場合は、「キャンセル」「キャンセル」「キャンセル」「キャンセル」をク
リックします。
必要なデータの取得 2-49



 ワークブックの保存
ワークシートの改名ワークシートの改名ワークシートの改名ワークシートの改名 :

1. 改名するワークシートが保存されているワークブックを開きます。

2. 次のいずれかの方法で対処します。

� 改名するワークシートの下にあるタブをダブルクリックします。

� メニューから「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「ワークシートの名前を変更」「ワークシートの名前を変更」「ワークシートの名前を変更」「ワークシートの名前を変更」を選択します。

「ワークシートの名前を変更」「ワークシートの名前を変更」「ワークシートの名前を変更」「ワークシートの名前を変更」ダイアログが表示されます。

3. 「新しい名前」「新しい名前」「新しい名前」「新しい名前」テキスト・フィールドにワークシートの新しい名前を入力します。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。ワークシートの新しい名前がタブに表示されます。タブは
ワークシートの下にあります。
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 ワークブックの保存
ワークブックにおけるワークシートの順序の変更ワークブックにおけるワークシートの順序の変更ワークブックにおけるワークシートの順序の変更ワークブックにおけるワークシートの順序の変更 :

1. 順序を変更するワークシートが保存されているワークブックを開きます。

2. メニューから「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「シートの移動」「シートの移動」「シートの移動」「シートの移動」を選択します。

「ワークシートの移動」「ワークシートの移動」「ワークシートの移動」「ワークシートの移動」ダイアログが表示されます。

3. ワークシートの名前をクリックして、上向きまたは下向きの矢印をクリックします。
ワークシートが上下に移動します。

4. 順序を変更するワークシートすべてに、ステップ 3の手順を繰り返します。

5. 完了した後「「「「OK」」」」をクリックします。
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 ワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックのデータのリフレッシュワークブックのデータのリフレッシュワークブックのデータのリフレッシュワークブックのデータのリフレッシュ
ワークブックに表示される結果は、データベース上での特定の時点のデータです。このデー
タをリフレッシュするには、データベースに再問合せを行います。リフレッシュは、オンラ
イン・トランザクションやその他の動的ソースのデータを受け取るデータベースに対してし
ばしば行われます。データをリフレッシュすることで、常に新しい情報を分析することがで
きます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
新規ワークブックの作成
ワークブックの保存
ワークブックの削除

ワークブックのデータのリフレッシュワークブックのデータのリフレッシュワークブックのデータのリフレッシュワークブックのデータのリフレッシュ :

1. 「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「シートのリフレッシュ」「シートのリフレッシュ」「シートのリフレッシュ」「シートのリフレッシュ」を選択します。ワークシートに、更新したデー
タに基づく結果が表示されます。
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 ワークブックの削除
ワークブックの削除ワークブックの削除ワークブックの削除ワークブックの削除
削除を行ったワークブックはデータベースから完全に削除されます。今後必要にならないこ
とが確実な場合を除いて、ワークブックはデータベースから削除しないでください。  

注意注意注意注意 : 適切なデータベース権限を持っていない場合は、ワークブックを削除できません。ま
た、自分以外が作成した共有ワークブックは削除できません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
新規ワークブックの作成
ワークブックの保存
ワークブックのデータのリフレッシュ

データベースからのワークブックの削除データベースからのワークブックの削除データベースからのワークブックの削除データベースからのワークブックの削除 :

1. 「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」 →→→→ 「削除」「削除」「削除」「削除」を選択します。「データベースから「データベースから「データベースから「データベースから
ワークブックを削除する」ワークブックを削除する」ワークブックを削除する」ワークブックを削除する」ダイアログが表示され、データベースの中の現在所有してい
るワークブックがリストされます。 

2. 削除するワークブックの名前をクリックして「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。
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 ワークブックの削除
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データの
3

データの分析データの分析データの分析データの分析

ユーザーは Discovererの提供する分析技法をワークシートに適用できます。 

� ソートソートソートソート : データを意味のある、有益な順序に並べ替えることで、情報を簡単に分析して
レポートを作成できます。たとえば、店名別に売上額を示したレポートを作成するため
には、はじめに店名別にデータをソートする必要があります。これで各店の売上額を集
計できます。詳細は「データのソート」を参照してください。

� 行および列のピボット行および列のピボット行および列のピボット行および列のピボット : 別の観点からデータを再編成します。データのピボットでは、
効果的に分析を行うためにデータを 1つの軸から別の軸へ移動させます。つまり、行を
列に、または列を行に変更できます。たとえば、簡単に比較ができるように、1つの
ワークシート上に年間売上データを並べて表示することが必要な場合があります。ま
た、同じ期間の店舗別のデータを比較することも考えられます。多くの場合には、デー
タをピボットするのみで、簡単にデータを様々な観点から表示するように切り替えるこ
とができます。詳細は「データのピボット」を参照してください。

� ディテールのレベルのドリル・インおよびドリル・アウトディテールのレベルのドリル・インおよびドリル・アウトディテールのレベルのドリル・インおよびドリル・アウトディテールのレベルのドリル・インおよびドリル・アウト : 集計レベルで表示するため
にデータを統合するとき、あるいはより詳細なレベルを表示するときにはドリルを使用
します。概要を把握するにはドリル・アウトします。詳細を表示するにはドリル・イン
します。詳細は「データのドリル・インおよびドリル・アウト」を参照してください。

� データへのユーザー定義アイテムの追加データへのユーザー定義アイテムの追加データへのユーザー定義アイテムの追加データへのユーザー定義アイテムの追加 : ユーザー定義アイテムにより、ワークシート
にデータを追加できます。ワークシート内のデータを使用した単純なユーザー定義アイ
テムにより、営業員別の営業コミッション、サプライヤに支払われたロイヤリティな
ど、ビジネス上の一般的な解答を得ることができます。複雑なユーザー定義アイテムを
使用すれば、"what if"シナリオを含めた、より複雑な質問への解答を得ることができま
す。つまり、データから単に傾向や解答を得るばかりではなく、数学的技法を使用して
データを大胆に分析するためにユーザー定義アイテムを使用できます。詳細は「ワーク
シートへのユーザー定義アイテムの追加」を参照してください。

� データの総計データの総計データの総計データの総計 : ワークシート上の数値データは、行および列で表現されます。このデー
タを合計し、総計や小計を計算できます。詳細は「数値データの総計」を参照してくだ
さい。

� パーセントの計算パーセントの計算パーセントの計算パーセントの計算 : パーセントの計算は、一般的なデータ分析作業です。パーセントは
テーブルの新しい列に追加されます。詳細は「パーセントの計算」を参照してくださ
い。
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 データのソート
データのソートデータのソートデータのソートデータのソート
ソートは、データをアルファベット順または数値順に配列します。たとえば、パーツのリス
トはパーツ番号順にソートでき、顧客のリストは名前順にソートできます。通常は、英字の
情報（店舗名、顧客名など）はアルファベット順にソートし、数値の情報（売上額、販売数
量など）は数値順にソートします。いずれの場合にも、データは昇順（Aから Z、または 1
から 10の順序）、あるいは降順（Zから A、または 10から 1の順序）にソートできます。

注意注意注意注意 : このセクションの例では、Aから Zの順にソートしていますが、Discovererは、
Discovererで使用されている言語に最も適したアルファベット順にデータをソートします。
使用している言語に適したソートの設定方法については、Discoverer管理者に問い合せてく
ださい。

ソートはデータの分析にも便利です。たとえば、販売データを最も利益の大きいものから最
も利益の小さい順にソートすれば、会社の最もよく売れている製品や、最も営業成績の優れ
た営業員を知ることができます。単純なソートに加えて、データ内のデータもソートできま
す。たとえば、特定の郵便番号の住所の顧客をターゲットとしたメール・キャンペーンが行
われることがあります。最初にデータを郵便番号順にソートした後、各郵便番号内の住所で
ソートできます。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
単純なテーブルのソート
グループ・ソート
ソート順について
クロス集計のデータのソート
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのピボット
データのドリル・インおよびドリル・アウト
テーブルおよびクロス集計の複製
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
数値データの総計
パーセントの計算
3-2　Oracle Discoverer 3i User Editionユーザーズ・ガイド 



 データのソート
単純なテーブルのソート単純なテーブルのソート単純なテーブルのソート単純なテーブルのソート
ソートするデータおよびソート順を選択するには、「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」ダイアログを使用します。

次の例では、最初に Regionをアルファベット順にソートするため、テーブルには 3つの地
域が「Central」、「East」および「West」として表示されます。Regionは昇順にソートされ
るため、テキスト・データは Aから Zのアルファベット順にソートされます。
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 データのソート
テーブル上のデータをテーブル上のデータをテーブル上のデータをテーブル上のデータを 1列のみソートするには次のようにします。列のみソートするには次のようにします。列のみソートするには次のようにします。列のみソートするには次のようにします。

1. ソートするデータを含むテーブルを開きます。

2. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」を選択するか、ツール・バーの「ソート」アイコ
ンをクリックします。 

「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここには、テーブルに対して現在選
択されているソート・オプションが表示されています。
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 データのソート
3. 「追加」「追加」「追加」「追加」ボタンをクリックし、データのソートに使用するデータ・アイテムをドロップ
ダウン・リストから選択します。アイテムが列に追加されます。

4. 「順序」「順序」「順序」「順序」ドロップダウン・リストをクリックし、ソート順を選択します。

� 「昇順」: テキストの場合は Aから Z、数値の場合は増加方向（たとえば 1から 10）。

� 「降順」: テキストの場合は Zから A、数値の場合は減少方向（たとえば 10から 1）。

5. 「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」ドロップダウン・リストをクリックし、グループ・ソートのオプションを
選択します。詳細は「グループ・ソート」のセクションを参照してください。

6. 「非表示」「非表示」「非表示」「非表示」ボックスをクリックし、ソートに使用しているデータ・アイテムを隠します。
たとえば、年順のソートを指定した場合に、年の列は非表示にできます。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。テーブルのデータがソートされます。

グループ・ソートグループ・ソートグループ・ソートグループ・ソート
グループ・ソートを適用すると、各データ値がグループの一番上の行に表示されます。次の
図の場合、左側のテーブルは「Region」によってグループ・ソートされているため、地域の
名前はその地域の最初の都市でのみ表示されます。右側のテーブルもまた「Region」によっ
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 データのソート
てソートされていますが、これはグループ・ソートではありません。この場合は、地域の名
前が各都市名の隣に表示されます。

グループ別にデータをソートする理由の 1つは、グループの数値データの小計を計算するた
めです。グループ別にソートされたデータに小計および総計を追加するための手順は、「新
しい総計の作成」のセクションを参照してください。

グループ・ソートはパーセントの計算にも使用されます。数値のパーセント（たとえば、総
利益に対する各地域の利益のパーセント）を指定した場合は、そのデータのセクション（つ
まり地域）に対してデータのグループ・ソートが自動的に行われるため、適切なパーセント
が表示されることになります。詳細は「新しいパーセントの作成」のセクションを参照して
ください。

注意注意注意注意 : テーブル・ワークシートのデータはグループ別にソートできますが、クロス集計ワー
クシートのデータはグループ別にソートできません。

グループ内のデータもソートできます。次の例では、データをまず「Region」別にソートし
てから、各「Region」グループ内で「Profit SUM」の昇順にソートしています。各都市の相
対的な利益の値を簡単に得ることができます。
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 データのソート
データをグループ別にソートデータをグループ別にソートデータをグループ別にソートデータをグループ別にソート :

1. ソートするデータを含むテーブルを開きます。

2. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」 を選択するか、ツール・バーの「ソート」アイコ
ンをクリックします。 

「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」ダイアログが表示されます。ここには、テーブルに対して現在選択されてい
るソート・オプションが表示されています。データ・アイテム別にソートしない場合
は、列ハンドルをクリックし、「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックします。

3. 「追加」「追加」「追加」「追加」ボタンをクリックし、データのソートに使用するデータ・アイテムをドロップ
ダウン・リストから選択します。アイテムが列に追加されます。

4. グループ内でソートするデータ・アイテムを追加するには、再度「追加」「追加」「追加」「追加」ボタンをク
リックし、別のデータ・アイテムを追加します。次の例の場合、「Region」はグループ
であり、「Profit SUM」は各「Region」でソートするデータ・アイテムです。 
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 データのソート
テーブルのソートが正しく行われるためには、選択されたグループ・ソートの列は、必
ず選択されていないグループ・ソート（Group="None"）の列の前におかれます。グ
ループ・ソートされていない列を、グループ・ソートされている列の上に移動すると、
移動した列では自動的にグループ・ソートが設定されます。同様に、グループ・ソート
されている列を、グループ・ソートされていない列の下に移動すると、上の列では自動
的にグループ・ソートが設定されます。

5. 各列の「順序」「順序」「順序」「順序」オプションを選択します。すべての列でソート順序を同じにする必要は
ありません。たとえば、「Region」を昇順昇順昇順昇順にソートすると、地域はアルファベット順に
配列されますが、「Profit SUM」を降順降順降順降順にソートすると、最も利益の高い（「Profit 
SUM」が最も大きい）ものが最上位に、最も利益の低いものが最下位に配列されます。

6. 「グループ」「グループ」「グループ」「グループ」列内のドロップダウン・リストから、グループ・ソート・オプションを選
択します。

� 「なし」「なし」「なし」「なし」: 列中のデータはグループ化されず、それぞれが 1つの単位としてソートさ
れます。通常、グループ・ソート中の最後のデータ・アイテムでは、「なし」オプ
ションが選択されます。

� 「グループ「グループ「グループ「グループ ソート」ソート」ソート」ソート」: データは各グループ内でソートされます。グループ名は、グ
ループ化されたデータの先頭で一度だけ表示されます。
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 データのソート
� 「ページ「ページ「ページ「ページ ブレーク」ブレーク」ブレーク」ブレーク」: データは各グループ内でソートされます。グループ名は、各
ページの先頭で一度だけ表示されます。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。テーブルのデータがソートされます。

ソート順についてソート順についてソート順についてソート順について
ソート指定に基いたデータの比較の実行速度に影響するため、「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」ダイアログ上の列
の順序は重要です。  列の順序により、最初にソートされるデータ、2番目にソートされる
データおよび 3番目にソートされるデータなどが決定します。列は上下に移動可能なので、
ダイアログ・ボックス中の列の順序を自由に変更してください。リスト中の列を上下に移動
するには、列のハンドル（列番号のすぐ右側）をクリックし、列を選択します。ポインタが
上矢印または下矢印に変化した後、選択した列を上または下に移動できます。

たとえば、次の図は、「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」ダイアログ中の最初の列が「Profit SUM」である場合の
ソート順を示しています。データは「Profit SUM」の順番にソートされているため、全国の
都市の相対的な位置付けを簡単に知ることができます。しかし、2番目の図に示すように、
「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」ダイアログ中の最初の列が「Region」である場合には、各地域内の都市の相対的
位置付けは確認できますが、全国規模の関係を確認するのは困難です。
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 データのソート
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 データのソート
クロス集計のデータのソートクロス集計のデータのソートクロス集計のデータのソートクロス集計のデータのソート
クロス集計ではデータの位置によりデータ・アイテム間の関係が決定するため、クロス集計
データのソートはテーブルのデータのソートとは多少異なります。データを再配置するとき
は、データ間の関係を維持しようとするのが普通です。 

データの関係を維持するためには、左軸のデータを上軸の特定の列に対して相対的にソート
するか、上軸のデータを左軸の特定の行に対して相対的にソートします。「クロス集計の「クロス集計の「クロス集計の「クロス集計の
ソート」ソート」ソート」ソート」ダイアログでは、このようにデータが自動的にソートされ、データ間の関係が維持
されます。

注意注意注意注意 : クロス集計レイアウトのデータは、デフォルトとしてすでにソートされています。テ
キスト・アイテムは自動的に A～ Zのアルファベット順にソートされ、数値は昇順にソー
トされますが、ソート順序は変更できます。 

次の例は、年別にソートしたクロス集計を示しています。
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 データのソート
「クロス集計のソート」ダイアログを使用したクロス集計データのソート「クロス集計のソート」ダイアログを使用したクロス集計データのソート「クロス集計のソート」ダイアログを使用したクロス集計データのソート「クロス集計のソート」ダイアログを使用したクロス集計データのソート
「クロス集計のソート」「クロス集計のソート」「クロス集計のソート」「クロス集計のソート」ダイアログには、クロス集計クロス集計クロス集計クロス集計ワークシートのソートのための幅広い
オプションがあります。 

クロス集計のデータのソートクロス集計のデータのソートクロス集計のデータのソートクロス集計のデータのソート :

1. ソートするデータを含むクロス集計を開きます。

2. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「ソート」「ソート」「ソート」「ソート」を選択します。「クロス集計のソート」「クロス集計のソート」「クロス集計のソート」「クロス集計のソート」ダイアロ
グが表示されます。

3. データのソートに使用するクロス集計上のアイテムの位置を選択します。

「データの上」「データの上」「データの上」「データの上」: 上軸のデータ・アイテムを表示します。

「データの左」「データの左」「データの左」「データの左」: 左軸のデータ・アイテムを表示します。

4. 「ソートするアイテム」「ソートするアイテム」「ソートするアイテム」「ソートするアイテム」のドロップダウン・リストをクリックし、データ・アイテムを
選択します。このリストには、選択した位置に従って上軸または横軸のアイテムが表示
されます。 
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 データのソート
5. 「列「列「列「列 /行」行」行」行」ドロップダウン・リストをクリックし、ソートに使用するクロス集計の特定の
列または行を選択します。 

「列」「列」「列」「列」ドロップダウン・リストは、クロス集計の左側のデータに基いてソートする場合
のソート対象となるデータを含む列を示します。「行」「行」「行」「行」ドロップダウン・リストは、ク
ロス集計の上側のデータに基いてソートする場合のソート対象となるデータを含む行を
示します。

6. 「順序」「順序」「順序」「順序」ドロップダウン・リストをクリックし、ソート順序を選択します。

7. ソート順序を変更する場合はデータ・アイテムを 1つ選択し、「上へ移動」「上へ移動」「上へ移動」「上へ移動」または「下「下「下「下
へ移動」へ移動」へ移動」へ移動」をクリックします。

8. 「「「「OK」」」」をクリックします。クロス集計のデータがソートされます。

9. このプロセスを繰り返し、その他のデータのソートを追加します。 

たとえば、上の例で「Region」をソートした後、このプロセスを繰り返して「City」別
にソートできます。ソートを使用できると、希望どおりの順番にデータを配置したクロ
ス集計を作成できます。

注意注意注意注意 : クロス集計をソートすると、上軸のデータまたは左軸のデータは、ソートに使用
した列または行に対して相対的に並べ替えられます。

データ・ポイントの追加データ・ポイントの追加データ・ポイントの追加データ・ポイントの追加  クロス集計のソートにデータ・ポイントを追加すると、データを
他の方法でソートできるようになります。追加したデータ・ポイントは必ず、ソートする最
初のアイテムにすることが必要です。これは、データ・ポイントでアイテムをソートするこ
とには意味がありますが、アイテムでデータ・ポイントをソートしても意味がないためで
す。 

たとえば、各「City」には「Profit」金額が関連付けられているので、「Profit」データ・ポ
イントによって「City」アイテムをソートすることには意味があります。しかし、利益の値
にはそれぞれ 1つの都市しか関連付けられていないため、「City」によって「Profit」をソー
トしても意味はありません。これはたとえば、「New York」または「Phoenix」を使用して
利益額をソートするようなもので、まったく意味がありません。

データ・ポイントは何回でも追加できます。これはデータ・ポイントが重複しているときに
便利です。この例の場合、2つの都市の利益額がまったく同じであった場合は、この重複す
る 2つのデータをどのようにソートするかを指定できます（昇順または降順）。クロス集計
の「ソート内のソート」は、値の重複が考えられるテキストやその他のデータの場合に便利
です。しかし、財務データやその他の可変の数値アイテムの場合には、ソート内のソートは
通常必要ありません。
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 データのピボット
データのピボットデータのピボットデータのピボットデータのピボット
ピボットは、テーブル・ワークシートの本体からページ軸にアイテムを移動することにより
データを編成します。クロス集計ワークシートの場合には、ピボットできる要素に対する制
御がさらに向上します。たとえば、クロス集計ワークシートの本体からページ軸、横軸また
は上軸にデータ・アイテムを移動できます。 

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
テーブル上のアイテムのピボット :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのソート
データのドリル・インおよびドリル・アウト
テーブルおよびクロス集計の複製
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
数値データの総計
パーセントの計算

テーブル上のアイテムのピボットテーブル上のアイテムのピボットテーブル上のアイテムのピボットテーブル上のアイテムのピボット :

1. ソートするデータを含むテーブルを開きます。

2. メニューから「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」「テーブルレイアウト」を選択するか、ツールバーの「レイ「レイ「レイ「レイ
アウト」アウト」アウト」アウト」アイコンをクリックします。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイアログが開き、「テー「テー「テー「テー
ブルレイアウト」ブルレイアウト」ブルレイアウト」ブルレイアウト」タブが表示されます。

レイアウトには、テーブル上のアイテムと、テーブル上でのそれらのアイテムの現在位
置が示されます。

3. ピボットする列を選択します。テーブルからページ軸へ、またはその逆にピボットでき
ます。

4. 黒い線で示されている新しい位置まで列をドラッグし、そこでマウスのボタンを離しま
す。

次の例は、「Region」列をページ軸までピボットする方法を示しています。
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「Region」列はページ軸まで移動します。
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 データのピボット
5. 「「「「OK」」」」をクリックします。

次の図は、「Region」アイテムをページ軸にピボットする前後のワークシートの様子を
示しています。
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「Region」をページ軸に置くと、ワークシートの各ページには一度に 1つの地域に属す
る市のみが表示されます。他の地域のデータを表示するには、次の図に示すように、
「Region」ドロップダウン・リストから別の地域名を選択します。
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 データのピボット
クロス集計上のデータのピボットクロス集計上のデータのピボットクロス集計上のデータのピボットクロス集計上のデータのピボット
クロス集計上のデータの関係は軸アイテムの交差によって決定するため、1つの軸から別の
軸にデータをピボットすることで新しいデータの関係が作成されます。配置を変えること
で、ある軸にデータのレベルを追加することもできます。たとえば、横軸のデータが
「Region」を示す場合、「Year」データ・アイテムを横軸にピボットすると、この軸にデータ
のレベルが 1つ追加されることになります。

クロス集計上のデータ・アイテムをある軸から別の軸に移動するには、前述のテーブル上の
列を移動するときと同じドラッグ・アンド・ドロップ方式を使用します。

クロス集計上のアイテムのピボットクロス集計上のアイテムのピボットクロス集計上のアイテムのピボットクロス集計上のアイテムのピボット :

1. ソートするデータを含むクロス集計を開きます。

2. メニューから「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」を選択します。「ワークシートの「ワークシートの「ワークシートの「ワークシートの
編集」編集」編集」編集」ダイアログが開き、「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」タブが表示されます。

レイアウトには、テーブル上のアイテムとクロス集計上のアイテムの現在の位置が示さ
れます。

3. ピボットするアイテムを選択します。ページ軸、上軸および横軸の間でピボットできま
す。

4. 黒い線で示されている新しい位置までアイテムをドラッグし、そこでマウスのボタンを
離します

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。

次の例は、「Year」をページ・アイテムとして使用したクロス集計のレイアウトおよびその
データのビューと、「Year」を横軸のアイテムとして使用したクロス集計およびピボットに
よって実現された新しいデータ関係を示しています。
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 データのピボット
「Year」アイテムをページ・アイテムから横軸にピボットすると、新しいデータにはその地
域のデータのみでなく、その地域の当年のデータも表示されます。
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 データのピボット
データ・ポイントの値が、新しいデータ関係を示していることに注意してください。クロス
集計上でのアイテムのピボットは、データ分析上の強力な手段になります。
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 データのドリル・インおよびドリル・アウト
データのドリル・インおよびドリル・アウトデータのドリル・インおよびドリル・アウトデータのドリル・インおよびドリル・アウトデータのドリル・インおよびドリル・アウト
ドリルを使用すると、ワークシート内の関連情報を簡単に見つけることができます。たとえ
ば、四半期（3か月）レベルの活動状況を示すデータを分析するとします。年など、高いレ
ベルのデータを表示する場合は、その情報からドリル・アウトします。同様に、月レベルの
データを分析する場合は、そのレベルにドリル・インします。

データのドリル・アウトデータのドリル・アウトデータのドリル・アウトデータのドリル・アウトにより、データはより高い概要レベルに統合されます。 

データのドリル・インデータのドリル・インデータのドリル・インデータのドリル・インにより、より詳細レベルのデータが表示されます。 

つまり、より詳細なレベルでデータを分析するにはデータをドリル・インし、概要を把握す
るにはデータをドリル・アウトします。 

Discovererには、テーブルまたはクロス集計で簡単にドリル・アウトまたはドリル・インす
るためのドリル・アイコンドリル・アイコンドリル・アイコンドリル・アイコンがあります。ドリル・アイコンを使用すると、数種類の方法で
データをドリルできます。

ワークシート上のドリル可能なデータ・アイテムには、すべてドリル・アイコンドリル・アイコンドリル・アイコンドリル・アイコンがありま
す。ドリル・アイコンを使用し、データ構造を上や下にドリルすることができます。ドリ
ル・アイコンは、列ヘディングの隣の小さな矢印です。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
テーブルまたはクロス集計のデータのドリル・インまたはドリル・アウト :
ドリル済データを閉じる :
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのピボット
データのソート
テーブルおよびクロス集計の複製
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
数値データの総計
パーセントの計算

テーブルまたはクロス集計のデータのドリル・インまたはドリル・アウトテーブルまたはクロス集計のデータのドリル・インまたはドリル・アウトテーブルまたはクロス集計のデータのドリル・インまたはドリル・アウトテーブルまたはクロス集計のデータのドリル・インまたはドリル・アウト :

1. ドリルするデータを含む列または行のドリル・アイコンをクリックします。 

アイテムのドロップダウン・メニューが表示されます。たとえば、「City」のドリル・
アイコンをクリックすると、その都市内の「「「「Store Name」」」」にドリル・ダウンできる、
またはその都市のある「Region」にドリル・アップできることがドロップダウン・メ
ニューに示されます。
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 データのドリル・インおよびドリル・アウト
2. ドロップダウン・メニューから、ドリル・アップまたはドリル・ダウンするデータのレ
ベルを選択します。 

� ドリル・ダウンするには、現在のレベルの下のレベルを 1つ選択します。この例で
は、「「「「Store Name」」」」を選択できます。

� ドリル・アップするには、現在のレベルの上のレベルを 1つ選択します。この例で
は、「Region」を選択できます。

ドリル・ダウンすると、Discovererはドリルによって指定された詳細なデータを探し、ワー
クシートに表示します。

ドリル・アップすると、Discovererはデータを統合し、よりコンパクトなワークシートを表
示します。

ドリル済アイテムを閉じるドリル済アイテムを閉じるドリル済アイテムを閉じるドリル済アイテムを閉じる
ドリル・ダウン済みのデータ・アイテムを選択した場合は、前の状態まで レベルを閉じるレベルを閉じるレベルを閉じるレベルを閉じるこ
とができます。 

ドリル済データを閉じるドリル済データを閉じるドリル済データを閉じるドリル済データを閉じる :

1. データ・アイテムのドリル・アイコンドリル・アイコンドリル・アイコンドリル・アイコンをクリックします。

2. ドロップダウン・メニューから現在の値の上の値を選択します。

注意注意注意注意 : 通常、ワークシートのデータは階層順に編成されています。一般的に、「Region」か
ら「City」へ、そして「City」から「「「「Store Name」」」」へとドリルします。しかし、あるインス
タンスではこの順序でデータをドリルしないことも考えられます。つまり、「Region」から
直接「Store Name」へドリルし、「City」のドリルをスキップする場合です。これは、階層
レベルの、スキップと考えることができます。この場合でも、ドロップダウン・メニューか
ら目的のレベルを選択するだけで、順序外の他のレベルにドリルできます。
3-22　Oracle Discoverer 3i User Editionユーザーズ・ガイド 



 テーブルおよびクロス集計の複製
テーブルおよびクロス集計の複製テーブルおよびクロス集計の複製テーブルおよびクロス集計の複製テーブルおよびクロス集計の複製
テーブルおよびクロス集計を複製することにより、異なる切り口でデータを迅速かつ簡単に
分析できます。たとえば、クロス集計レイアウトのピボットによる分析機能を使用するため
に、既存のテーブルを複製することも、その逆もできます。 

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのピボット
データのドリル・インおよびドリル・アウト
データのソート
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
数値データの総計
パーセントの計算

クロス集計をテーブルとして複製する、またはテーブルをクロス集計として複製するクロス集計をテーブルとして複製する、またはテーブルをクロス集計として複製するクロス集計をテーブルとして複製する、またはテーブルをクロス集計として複製するクロス集計をテーブルとして複製する、またはテーブルをクロス集計として複製する :

1. 複製するワークシートを開きます。

2. メニューから「ワークシート」「ワークシート」「ワークシート」「ワークシート」 →→→→ 「テーブルとして複製」「テーブルとして複製」「テーブルとして複製」「テーブルとして複製」または「ワークシート」「ワークシート」「ワークシート」「ワークシート」 →→→→ 
「クロス集計として複製」「クロス集計として複製」「クロス集計として複製」「クロス集計として複製」を選択します。テーブルまたはクロス集計を複製するための
ダイアログ・ボックスが表示されます。 

このダイアログ・ボックスでは、ユーザーが指定した複製方法によって、「テーブルレ「テーブルレ「テーブルレ「テーブルレ
イアウト」イアウト」イアウト」イアウト」タブまたは「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」「クロス集計レイアウト」タブが選択されています。 

3. 新しいテーブルまたはクロス集計に表示するアイテムを指定します。

「ページアイテムの表示」「ページアイテムの表示」「ページアイテムの表示」「ページアイテムの表示」: テーブルまたはクロス集計で、ページ・アイテム・ボックス
を表示するか非表示にします。ワークシートにページ・アイテムがすでに存在する場合
には、Discovererはこのオプションを使用禁止にし、ワークシートのページ・アイテム
の部分を表示します。 

4. 複製したテーブルまたはクロス集計の列およびページ・アイテムを配置します。 

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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 ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
ユーザー定義アイテムは、データの分析で重要な役割を果たします。Discovererは、ワーク
シート上で結果を計算する一般的な数学関数および演算子を多数提供します。Discoverer
は、ユーザー定義アイテムの結果をワークシート上の新しい列として表示します。また、
ユーザー定義アイテムを他のユーザー定義アイテムの一部とすることもできます。

詳細は「ユーザー定義アイテムの作成および編集」を参照してください。 
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのピボット
データのドリル・インおよびドリル・アウト
テーブルおよびクロス集計の複製
データのソート
数値データの総計
パーセントの計算
ユーザー定義アイテムの例を次に示します。

例例例例 : 総利益の総利益の総利益の総利益の 6%のロイヤリティを計算します。のロイヤリティを計算します。のロイヤリティを計算します。のロイヤリティを計算します。

この例では、「Profit SUM」データ・アイテムに 0.06を乗算し、ロイヤリティの額を計算し
ます。この答えは、「新規ユーザー定義アイテム」「新規ユーザー定義アイテム」「新規ユーザー定義アイテム」「新規ユーザー定義アイテム」ダイアログに入力した名前のついた新し
い列に表示されます。この例では「ロイヤリティ」という名前になっています。 
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 ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
次の図は、ユーザー定義アイテムを適用した結果を示しています。

すべてのユーザー定義アイテムで、計算式の一部としてアイテムまたは関数を使用する必要
はありません。計算式は、「計算」「計算」「計算」「計算」ボックスに直接入力できます。 

注意注意注意注意 : Discovererは、幅広い数学関数および式をサポートしています。複雑で高度な式を
ユーザー定義アイテムに使用して動作しない場合は、それらの式がサポートされているかど
うか Discoverer管理者に確認してください。

ユーザー定義アイテムの作成および編集ユーザー定義アイテムの作成および編集ユーザー定義アイテムの作成および編集ユーザー定義アイテムの作成および編集
「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」ダイアログを使用して、ユーザー定義アイテムを作成します。 

ユーザー定義アイテムの作成または編集ユーザー定義アイテムの作成または編集ユーザー定義アイテムの作成または編集ユーザー定義アイテムの作成または編集 :

1. ユーザー定義アイテムを適用するワークシートを開きます。

2. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」を選択します。「ワークシートの編集」ダイアロ
グが表示されます。「「「「ユーザー定義アイテムユーザー定義アイテムユーザー定義アイテムユーザー定義アイテム」」」」タブを開きます。
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 ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
ダイアログには、このワークシート用に作成されているユーザー定義アイテムが表示さ
れます。チェックマークの付いたユーザー定義アイテムはアクティブで、ワークシート
に適用されます。

3. 「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」または「編集」「編集」「編集」「編集」をクリックします。「新規ユーザー定義アイテム」「新規ユーザー定義アイテム」「新規ユーザー定義アイテム」「新規ユーザー定義アイテム」または
「ユーザー定義アイテムの編集」「ユーザー定義アイテムの編集」「ユーザー定義アイテムの編集」「ユーザー定義アイテムの編集」ダイアログが表示されます。
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 ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
4. ダイアログの一番上のボックスに、ユーザー定義アイテムの名前を入力します。この名
前は、計算結果列の列ヘッダーとしてワークシート上に表示されます。

5. 「表示」「表示」「表示」「表示」ドロップダウン・リストをクリックし、表示される項目を選択します。

「関数」「関数」「関数」「関数」: 計算式に使用できる幅広い数学関数をリストします。

「選択済みアイテム」「選択済みアイテム」「選択済みアイテム」「選択済みアイテム」: ワークシートに選択されているアイテムをリストします。式に
含めるアイテムの名前を覚える必要がないので、便利な機能です。

「使用可能アイテム」「使用可能アイテム」「使用可能アイテム」「使用可能アイテム」: ワークシートで使用可能なアイテムをすべてリストします。現
在ワークシート上で使用していないアイテムも表示します。

「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」「ユーザー定義アイテム」: 新しいユーザー定義アイテムの一部として既存のアイテム
を使用できるように、ワークシートに定義されているユーザー定義アイテムをリストし
ます。

「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」「パラメータ」: ワークシートに定義されているパラメータをリストします。

6. ユーザー定義アイテムに追加する式の一部をクリックし、「貼り付け」をクリックしま
す。アイテムまたは関数は「計算」テキスト・ボックスに移動します。左側のボックス
から「計算」テキスト・ボックスまでドラッグすることもできます。
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 ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
7. 演算子（たとえば、「+」または「-」）ボタンをクリックし、「計算」テキスト・ボック
スに演算子を追加します。

8. 計算式が完成するまで、アイテム、関数、演算子などを追加していきます。

9. 「「「「OK」」」」 をクリックして式を保存します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイアログが表示され、
作成または編集されたユーザー定義アイテムの名前が表示されます。

10. ワークシートにユーザー定義アイテムを適用するには、ボックス中の名前にチェック
マークが付いていることを確認してください。

11.「「「「OK」」」」をクリックします。

注意注意注意注意 : ユーザー定義アイテムは、アイテム、関数、演算子、パラメータおよび他のユーザー
定義アイテムに基くものであり、個々のデータ値に基くものではありません。たとえば、
「Profit SUM」（アイテム）をパーセントで乗算し、製品ごとに結果を計算できます。しか
し、たとえば 1996の利益から 1995の利益を減算することはできません。これは、1995およ
び 1996はアイテム「Year」の中のデータ値であるからです。個々のデータ値に基いて結果
を計算するには、ワークシートをスプレッドシートにエクスポートし、スプレッドシートの
計算機能を使用してください。

注意注意注意注意 : ユーザー定義アイテムでは Oracleの標準構文が使用されます。構文の詳しい説明は、
ご使用の Oracleの SQLリファレンス・マニュアルを参照してください。  
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 数値データの総計
数値データの総計数値データの総計数値データの総計数値データの総計
数値情報の作業では、データをいろいろな方法で集計することが必要です。「総計」により、
数値の行および列の合計、平均値や標準偏差の計算、小計や総合計の計算などを行うことが
できます。ユーザーがワークシートに総計を追加すると、Discovererは総計データのための
列または行を自動的にワークシートに追加します。

次に例を示します。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
既存の総計の表示
新しい総計の作成
総計の定義の編集
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのピボット
データのドリル・インおよびドリル・アウト
テーブルおよびクロス集計の複製
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
データのソート
パーセントの計算
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 数値データの総計
既存の総計の表示既存の総計の表示既存の総計の表示既存の総計の表示
ワークシートの総計を定義した後、総計をワークシートに表示することも、しないことも可
能です。

テーブルまたはクロス集計に総計または副総計を表示するテーブルまたはクロス集計に総計または副総計を表示するテーブルまたはクロス集計に総計または副総計を表示するテーブルまたはクロス集計に総計または副総計を表示する :

1. 総計を追加するワークシートを開きます。

2. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「総計」「総計」「総計」「総計」を選択します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイアログ
が開き、「総計」「総計」「総計」「総計」タブが選択されています。総計のリストには、現在定義されているす
べての総計が表示されています。

3. 総計の定義の前にあるボックスをクリックすると、チェックマークが表示されます。 

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。総計が計算され、テーブルまたはクロス集計に表示されま
す。

データから総計を削除するデータから総計を削除するデータから総計を削除するデータから総計を削除する :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「総計」「総計」「総計」「総計」を選択します。「総計」「総計」「総計」「総計」ダイアログが表示されます。 
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2. チェックマークのボックスをクリックし、チェックマークを外します。

3. 「「「「OK」」」」をクリックします。テーブルまたはクロス集計から総計が削除されます。

新しい総計の作成新しい総計の作成新しい総計の作成新しい総計の作成
新しい総計の定義は、3つのステップで作成します。

� 計算する総計を選択します。

� 総計の種類と、テーブルまたはクロス集計上の表示位置を選択します。

� 総計の列または行のラベルを作成します。

新規総計の作成新規総計の作成新規総計の作成新規総計の作成 :

1. 総計の定義を追加するワークシートを開きます。

2. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「総計」「総計」「総計」「総計」を選択します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイアログ
が開き、「総計」「総計」「総計」「総計」タブが選択されています。

3. 「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」ボタンをクリックします。「新規総計」「新規総計」「新規総計」「新規総計」ダイアログが表示されます。
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4. 「データ ポイント」ドロップダウン・リストをクリックし、たとえば「Profit SUM」な
ど、データを総計するために使用するデータ・ポイントを選択します。

ドロップダウン・リストから「すべてのデータ「すべてのデータ「すべてのデータ「すべてのデータ ポイント」ポイント」ポイント」ポイント」を選択すると、ワークシート
上のすべてのデータ・ポイントの総計を作成できます。

5. 使用する総計の種類をドロップダウン・リストでクリックし、データの総計に使用する
計算を選択します。

次のオプションがあります。

「合計値「合計値「合計値「合計値 (Sum)」」」」: すべての値を加算します。

「平均値「平均値「平均値「平均値 (Average)」」」」: すべての値を加算し、値の件数で除算します。

「重複を除いた平均値「重複を除いた平均値「重複を除いた平均値「重複を除いた平均値 (Average Distinct)」」」」: 一意の値をすべて加算し、値の件数で除算
します。重複する値は含まれません。たとえば、3、3、4、5、5、6および 7という一組
の値があるときは、重複を除いた平均値の計算は、3+4+5+6+7を 5で除算したものにな
ります。重複する 3および 5は含みません。

「件数「件数「件数「件数 (Count)」」」」: 値の件数の合計を数えます。

「重複を除いた件数「重複を除いた件数「重複を除いた件数「重複を除いた件数 (Count Distinct)」」」」: 一意の値の件数を数えます。

「最小値「最小値「最小値「最小値 (Minimum)」」」」: 最も小さい値を検出します。

「最大値「最大値「最大値「最大値 (Maximum)」」」」: 最も大きい値を検出します。

「標準偏差「標準偏差「標準偏差「標準偏差 (Standard Deviation)」」」」: 標準偏差を計算します。標準偏差とは、値の偏差
の平方根です。

「重複を除いた標準偏差「重複を除いた標準偏差「重複を除いた標準偏差「重複を除いた標準偏差 (Standard Deviation Distinct)」」」」: 標準偏差を計算しますが、一
意の、重複しない値のみを使用します。

「重複を除いた合計「重複を除いた合計「重複を除いた合計「重複を除いた合計 (Sum Distinct)」」」」: 値を加算しますが、一意の、重複しない値のみ
を使用します。たとえば、3、3、4、5の重複を除いた合計は 3+4+5=12になります。重
複している 3は含みません。

「平方偏差「平方偏差「平方偏差「平方偏差 (Variance)」」」」: 平方偏差を計算します。平方偏差は、各値と算術的平均値の
間の差違の平方根の合計を値の数で除算したものです。

「重複を除いた平方偏差「重複を除いた平方偏差「重複を除いた平方偏差「重複を除いた平方偏差 (Variance Distinct)」」」」: 平方偏差を計算しますが、一意の、重
複しない値のみを使用します。

「総パーセント「総パーセント「総パーセント「総パーセント (Percentage of Grand)」」」」: 行または列の総合計を計算した後、現在の列
または行の、総合計に対するパーセントを計算します。

「重複を除いた総計の割合「重複を除いた総計の割合「重複を除いた総計の割合「重複を除いた総計の割合 (Percentage of Grand Distinct)」」」」: 行または列の総合計の
パーセントを計算しますが、一意の、重複しない値のみを使用します。

6. 総計を表示する場所を選択します。

「下端での総計」「下端での総計」「下端での総計」「下端での総計」: 列の総計を計算し、テーブルまたはクロス集計の最後の行に配置し
ます。
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「右端での総計」「右端での総計」「右端での総計」「右端での総計」（クロス集計のみ）: 行の総合計を計算し、クロス集計の右端の列に表
示します。

「グループごとの副総計」「グループごとの副総計」「グループごとの副総計」「グループごとの副総計」: 総計に使用するデータ・アイテムを選択するために、ド
ロップダウンの矢印をクリックします。たとえば、「Region」別にデータをソートする
場合に、地域別の利益を表示する場合は、データ・アイテムとして「Region」を選択し
ます。Discovererは、各地域の総利益を自動的に別々の行に表示します。 

「すべてのグループソート「すべてのグループソート「すべてのグループソート「すべてのグループソート アイテム」アイテム」アイテム」アイテム」: グループ・ソートが設定された各アイテム
の総計を表示します。たとえば、テーブルの中にグループ・ソートする数値データ
が 2列含まれている場合には、両方の列で副総計が表示されます。総計に適さない
種類のデータ・ポイントは表示されません。 

たとえば、「Region」は一組のデータ・ポイントですが、「Region」をデータ・ポイ
ント別に合計しても意味はありません。これでは、「Central」に「East」を加算す
るようなものです。この場合、「Region」はグループ・ソート・アイテムであって
も合計されません。

特定の数値データ・ポイント（この例の「特定の数値データ・ポイント（この例の「特定の数値データ・ポイント（この例の「特定の数値データ・ポイント（この例の「Profit SUM」など）」など）」など）」など）: 選択されたデー
タ・ポイントの総計を表示します。

数値でないデータ・ポイント（この例の「数値でないデータ・ポイント（この例の「数値でないデータ・ポイント（この例の「数値でないデータ・ポイント（この例の「Region」など）」など）」など）」など）: 数値でないデータ・ポ
イントのセットを選択した場合、数値でないデータ・ポイントに適用されるオプ
ションのみが表示されるため、最初のドロップダウン・リストに表示される総計の
オプションは限定されたものになります。たとえば、「Region」を選択した場合、
地域を合計しても意味はありません。数値でないデータ・ポイントで使用して意味
のある総計は、「件数」、「重複を除いた件数」、「最大値」および「最小値」のみで
す。

「単一行の副総計を表示しない」「単一行の副総計を表示しない」「単一行の副総計を表示しない」「単一行の副総計を表示しない」: データのグループが 1行から構成される場合に
は副総計を表示しません（この場合、行のデータ値と副総計は同じ値です）。

7. ワークシートの現行ページ、または全ページに対してオプションの 1つをクリックしま
す。

8. 総計するデータ・アイテムに基いて Discovererにラベルを生成させる場合は、ラベルを
自動的に生成するオプションをクリックします。

ラベル用にドロップダウン・リストをクリックしてから、このダイアログでタイトル用
の別のオプションを選択できます。ドロップダウン・リストのオプションでは、ラベル
にテキスト・コード（"&Item"および "&Value"）を追加することにより、データの変化
に合せて変化するラベルが作成されます。テーブルまたはクロス集計の実際のラベルに
はアンパサンド（&）は表示されず、"Item"または "Value"には、テーブルまたはクロ
ス集計からの適切な名前が挿入されます。 
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次の表にいくつかの例を示します。

すべてのデータ・ポイントの総計を計算する場合は（ダイアログの一番上で選択したよ
うに）、適切な名前のそれぞれについてラベルを表示できます。たとえば、2つのアイテ
ム名を合計する場合、「アイテム名の挿入 (&Name)」を選択すると、データまたはクロ
ス集計には両方のアイテム名のラベルが表示されます。

ラベルからオプションを削除するには、ダイアログ内のラベルのテキストをクリック
し、通常のテキストのように編集してください。

9. 総計の作成が完了した後、「「「「OK」」」」をクリックします。

総計の定義の編集総計の定義の編集総計の定義の編集総計の定義の編集
総計の定義の編集 :

1. 編集する総計を含むワークシートを開きます。

2. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「総計」「総計」「総計」「総計」を選択します。「ワークシートの編集」ダイアログ
が表示され、「総計」タブが選択されています。 

3. 「総計」「総計」「総計」「総計」ダイアログから編集する定義を選択します。

4. 「編集」「編集」「編集」「編集」ボタンをクリックします。「総計の編集」「総計の編集」「総計の編集」「総計の編集」ダイアログが表示されます。

5. 必要な変更を行います。

6. 「「「「OK」」」」をクリックします。総計の定義が編集されました。 

オプションオプションオプションオプション 例例例例 ラベルの例ラベルの例ラベルの例ラベルの例

「アイテム名の挿入」 &Itemの最新データ Regionの最新データ

「データ ポイント名の挿入」 &Dataの上位 Profit Sumの上位

「値の挿入」 &Valueの総収入 Centralの総収入
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パーセントの計算パーセントの計算パーセントの計算パーセントの計算
数値のパーセントの計算は、一般的なデータ分析作業です。「パーセント」機能を使用して、
パーセントの計算に使用するデータの指定や、パーセントを表す値の指定を行います（総合
計、副総計など）。

注意注意注意注意 : データは四捨五入されるため、パーセントの合計は必ずしも 100にはなりません。

次の例は、3つの地域の各都市の利益のパーセントを示しています。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
新しいパーセントの作成
既存のパーセントの表示
関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
データのピボット
データのドリル・インおよびドリル・アウト
テーブルおよびクロス集計の複製
ワークシートへのユーザー定義アイテムの追加
数値データの総計
データのソート
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既存のパーセントの表示既存のパーセントの表示既存のパーセントの表示既存のパーセントの表示
多くのパーセント定義を定義した後、必要に応じてワークシート上にこれらのパーセント定
義を表示できます。また、データの副総計および総合計も表示できます。

ワークシートにパーセントを表示するワークシートにパーセントを表示するワークシートにパーセントを表示するワークシートにパーセントを表示する :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」を選択します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」ダイ
アログが開き、「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」タブが選択されています。ここには、このワークシート
に定義されているパーセントが表示されます。

2. パーセントの定義のボックスをクリックすると、チェックマークが表示されます。 

3. 「「「「OK」」」」をクリックします。 

Discovererでパーセントが計算され、ワークシート上に表示されます。
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ワークシートからパーセントを削除するワークシートからパーセントを削除するワークシートからパーセントを削除するワークシートからパーセントを削除する :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」を選択します。「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」ダイアログが
表示されます。 

2. チェックマークのボックスをクリックし、チェックマークを外します。

3. ワークシートからパーセントを削除するために「「「「OK」」」」をクリックします。

新しいパーセントの作成新しいパーセントの作成新しいパーセントの作成新しいパーセントの作成
新しいパーセントの定義は、3つの基本ステップで作成します。

� パーセントを計算するデータ・アイテムを選択します。

� 総計のパーセントを計算するか、副総計のパーセントを計算するかを選択します。

� パーセント列のラベルを作成します。

新しいパーセントの定義の作成新しいパーセントの定義の作成新しいパーセントの定義の作成新しいパーセントの定義の作成 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」を選択します。「ワークシートの編集」ダイ
アログが開き、「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」タブが選択されています。 

2. 「新規作成」「新規作成」「新規作成」「新規作成」ボタンをクリックします。新しい定義のためのダイアログが表示されます。
次の例は、クロス集計ワークシートに新しいパーセントを作成するものです。テーブ
ル・ワークシートのダイアログもこれと同様です。
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3. ボックス内をクリックし、パーセント定義に付ける名前を入力します。

4. ドロップダウン・リストをクリックし、パーセントの計算に使用するデータ・ポイント
のリストを表示します。リストからデータ・アイテムを選択します。

5. パーセントを計算するオプションの 1つを選択します。

次の表に選択肢を示します。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「すべての値の総合計」 すべての列および行の総合計に対するパーセントを計算します。

「各列の総合計」
（クロス集計のみ）

各列の総合計に対するパーセントを計算します。
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ダイアログの右側の図は、ユーザーの選択に基いたパーセント列を含む代表的なワーク
シートを示しています。

6. すべてのページ・アイテムのパーセントを表示するか、現行ページ・アイテムのパーセ
ントのみを表示するかを選択します。

7. ダイアログの右側で、パーセントと同時に合計値も表示するかどうかを選択してくださ
い。たとえば、「City」データ・アイテムのグループごとの副総計のパーセントを計算
する場合は、副総計とそのパーセント、そして総合計に対するパーセントとしての副総
計を表示するように選択することもできます。

8. パーセントのラベルを入力するか、ドロップダウン・リストをクリックし、追加のオプ
ションから選択してラベルを作成します。

「各行の総合計」
（クロス集計のみ）

各行の総合計に対するパーセントを計算します。

「各グループの副総計」 選択したアイテムの新しい値ごとに合計を計算し、パーセント
を表示します。ドロップダウン・メニューからアイテムを選択
して、アイテムの値ごとに、その値における各行のパーセント
が表示されるようにします。このオプションは通常、データを
グループとしてソートする場合に、個々のアイテムではなく各
グループ内のパーセントを表示するのに使用されます。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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ドロップダウン・メニューのオプションでは、ラベル・テキストに "&Item"および 
"&Value"などのテキスト・コードを追加して、 データの変化に合わせて変化するラベル
を作成できます。テーブルまたはクロス集計の実際のラベルにはアンパサンド（&）は
表示されず、"Item"または "Value"には、テーブルまたはクロス集計からの適切な名前
が挿入されます。 

次の表にいくつかの例を示します。

ラベルからオプションを削除するには、ダイアログ内のラベルのテキストをクリック
し、通常のテキストのように編集してください。

オプションオプションオプションオプション 例例例例 ラベルの例ラベルの例ラベルの例ラベルの例

「アイテム名の挿入」 &Itemの利益のパーセント Regionの利益のパーセント

「データ ポイント名の挿入」 &Dataの上位 Profit Sumの上位

「値の挿入」 &Valueの年間パーセント Centralの年間パーセント
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 パーセントの計算
9. 「「「「OK」」」」をクリックし、新しい定義を含む「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」ダイアログに戻ります。「「「「OK」」」」
をクリックしてワークシートに新しいパーセントを表示します。

パーセントの定義の編集パーセントの定義の編集パーセントの定義の編集パーセントの定義の編集 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」を選択します。「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」「ワークシートの編集」 ダイア
ログが開き、「パーセント」「パーセント」「パーセント」「パーセント」タブが選択されています。 

2. 編集する定義を選択します。

3. 「編集」「編集」「編集」「編集」ボタンをクリックします。「パーセントの編集」「パーセントの編集」「パーセントの編集」「パーセントの編集」ダイアログが表示されます。

4. 必要な変更を行います。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。パーセントの定義が編集されました。 
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 パーセントの計算
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他者との結果の
4

他者との結果の共有他者との結果の共有他者との結果の共有他者との結果の共有

ワークシートを印刷したり、データを Excelスプレッドシートなどの別形式でエクスポート
したり、会社のデータベースに接続できる他のユーザーと共有できるようにワークブックを
特別に設定することにより、結果を他者と共有できます。

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
ワークシートの印刷
他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
ワークブックの共有

ワークシートの印刷ワークシートの印刷ワークシートの印刷ワークシートの印刷
テーブルおよびクロス集計は、それ自体、結果のレポートを簡単に作成できるような形式で
表示されます。ワークシートは、画面上に表示されたワークシートと同様に印刷されます。
ワークシートのすべてのページ・アイテムが自動的に印刷されます。

ワークシートの印刷ワークシートの印刷ワークシートの印刷ワークシートの印刷 :

1. 印刷するワークシートを開きます。印刷するページ・アイテムが含まれていることを確
認してください。 
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2. メニューから「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「印刷」「印刷」「印刷」「印刷」を選択します。「印刷ウィザード」ダイアログが
表示されます。

3. 印刷するワークシートの選択 :

� 「現行シート」「現行シート」「現行シート」「現行シート」: 現在開いているワークシートを印刷します。

� 「すべてのシート」「すべてのシート」「すべてのシート」「すべてのシート」: ワークブック全体を印刷します。

4. 印刷のモニターのオプションを選択します。

「監視」「監視」「監視」「監視」: 印刷中のレポートを監視する必要がある場合は、このオプションを選択しま
す。ワークシートにパラメータが含まれる場合、印刷ページにパラメータを含めるかど
うか、警告メッセージによる確認があります。

「監視なし」「監視なし」「監視なし」「監視なし」: 相違点をすべて無視し、Discovererにワークシートの印刷を任せる場合
は、このオプションを選択します。

「長時間の問合せを含むシートをスキップする」「長時間の問合せを含むシートをスキップする」「長時間の問合せを含むシートをスキップする」「長時間の問合せを含むシートをスキップする」: ワークシートの中に、データの取込
みに時間がかかると予想されるものがある場合、これを待たない場合はこのオプション
を選択します。Discovererはワークシートの残りのデータを取り込んでから、印刷しま
す。他のワークブックはその後印刷できます。
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5. 「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。

6. 標準の「印刷」ダイアログが表示されます。 

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。

ワークシート上のページ・アイテムの他の組合せを印刷するには、それらのページ・ア
イテムを表示します。次に、再度メニューから「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「印刷」「印刷」「印刷」「印刷」を選択します。
ページ・アイテムの組合せごとに印刷手順を繰り返す必要があります。
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 他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
ワークシートは、様々な形式でエクスポートでき、他のアプリケーションで開くことができ
ます。たとえば、ワークシートをMicrosoft Excelのワークブック、または HTML形式の
ファイルにエクスポートし、Excelまたはブラウザを使用して開くことができます。

注意注意注意注意 : ワークシートをエクスポートすると、そのデータがエクスポートされます。エクス
ポートの種類によって、エクスポートしたワークシートには書式やレイアウトを含めること
もできます。エクスポートしても、ユーザー定義アイテム、条件、または Discoverer内で定
義したその他のツールはエクスポートされません。つまり、エクスポートしたデータを他の
アプリケーション内で表示することはできますが、そのアプリケーション内で Discoverer
ツールを適用することはできません。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
ワークシートの印刷
ワークブックの共有

他のアプリケーションへのエクスポート他のアプリケーションへのエクスポート他のアプリケーションへのエクスポート他のアプリケーションへのエクスポート :

1. エクスポートするワークシートを開きます。 
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 他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
2. メニューから「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「エクスポート」「エクスポート」「エクスポート」「エクスポート」を選択します。「エクスポート ウィザー
ド」ダイアログが表示されます。 

3. エクスポートするシートを選択します。

� 「現行シート」「現行シート」「現行シート」「現行シート」: 現在開いているワークシートをエクスポートします。

� 「すべてのシート」「すべてのシート」「すべてのシート」「すべてのシート」: ワークブック全体をエクスポートします。

4. ドロップダウン・メニューからエクスポートの形式を選択します。インターネットで
ワークシートを発行する場合は、「「「「Hyper-Text Markup Language」」」」オプションを選択
できます。

5. エクスポート・ファイルを保存するディレクトリのパスを入力します。

たとえば、ワークブックの名前が「「「「vidstore.dis」」」」の場合は、簡単なパスとして
C:¥ORAWIN95¥DISCVR31¥vidstore.disを使用できます。

レポートの名前を Sales_Figuresに変更する場合は、「ファイルの保存場所を指定してく「ファイルの保存場所を指定してく「ファイルの保存場所を指定してく「ファイルの保存場所を指定してく
ださい」ださい」ださい」ださい」 の下に表示されているファイル名を「「「「Sales_Figures」」」」と変更します。

他のディレクトリを表示するには「参照」ボタンをクリックします。「参照」ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。
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 他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
エクスポートするファイルを保存するディレクトリを選択し、「保存」「保存」「保存」「保存」をクリックしま
す。

そのディレクトリのパスが「エクスポート」ダイアログ・ボックスに表示されます。 

6. 「エクスポート ウィザード」ダイアログ・ボックスで「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

7. ワークシートにパラメータが定義されている場合は、次のダイアログ・ボックスが表示
されます。ドロップダウン・メニューをクリックし、ワークシートのパラメータの値を
選択します。

ワークブック中の複数のワークシートをエクスポートする場合、パラメータを含むワー
クシートごとに、このダイアログ・ボックスが表示されます。各ワークシートのパラ
メータは個々に選択してください。
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 他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
8. 「次へ」をクリックします。「エクスポート ウィザード」の次のダイアログでは、エクス
ポートの種類を選択します。 

9. 次のいずれかを選択します。

「監視」「監視」「監視」「監視」: ワークシートの実行中に発生する例外を確認するために、レポートを監視す
る必要がある場合は、このオプションを選択します。各ワークシートのエクスポート中
に、ワークシートの一部でエクスポートするデータについての確認が必要な場合、警告
メッセージが表示されます。

「監視なし」「監視なし」「監視なし」「監視なし」: 問題をすべて無視し、指定したエクスポート形式でワークシートをエク
スポートするには、このオプションを選択します。

「長時間の問合せを含むシートをスキップする」「長時間の問合せを含むシートをスキップする」「長時間の問合せを含むシートをスキップする」「長時間の問合せを含むシートをスキップする」: ワークシートの中に、データの取込
みに時間がかかると予想されるものがある場合、これを待ちたくない場合はこのオプ
ションを選択します。Discovererはワークシートの残りのデータを取り込み、それから
ワークシートをエクスポートします。その他のワークシートは、後で時間のあるとき
に、ワークシートを開き、1つずつエクスポートできます。「エクスポート ウィザード」
の最初のダイアログでは、「作業中のワークシート」オプションを選択してください。
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 他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
10.「完了」「完了」「完了」「完了」をクリックします。

ワークシートは、ユーザーが指定したディレクトリに新しい形式で保存されます。エク
スポート・プロセスの進行状況を知らせる進捗メッセージが表示されます。続いて「エ
クスポート ログ」ダイアログ・ボックスが表示されるため、すべてのワークシートが正
常にエクスポートされたかどうかを確認できます。

11. 次のいずれかの方法で対処します。

� 新しくエクスポートしたワークシートを新しい形式でチェックするには、 「最初に「最初に「最初に「最初に
エクスポートされたシートを開く」エクスポートされたシートを開く」エクスポートされたシートを開く」エクスポートされたシートを開く」オプションを選択します。 

� ワークシートのチェックを行わない場合は、オプションの選択を解除します。

12.「「「「OK」」」」をクリックします。
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 他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
Microsoft Excelへのエクスポートへのエクスポートへのエクスポートへのエクスポート
ツール・バーの「Excel」ツールを使用すると、Discovererワークシートを迅速にMicrosoft 
Excelにエクスポートできます。

Excelへのエクスポートへのエクスポートへのエクスポートへのエクスポート :

1. Microsoft Excelにエクスポートするワークシートを開きます。

2. ツール・バーの「Excel」ツールをクリックします。

使用しているブラウザによって異なりますが、次のような「ファイルのダウンロード」
ダイアログが表示されます。

3. 次のいずれかのオプションを選択してください。

「このファイルを上記の場所から開く」「このファイルを上記の場所から開く」「このファイルを上記の場所から開く」「このファイルを上記の場所から開く」: ワークシートは、データベースからMicrosoft 
Excelスプレッドシート（*.xls）として開きます。

「このファイルをディスクに保存する」「このファイルをディスクに保存する」「このファイルをディスクに保存する」「このファイルをディスクに保存する」: ワークシートは、ローカル・ハード・ディスク
にMicrosoft Excelスプレッドシート（*.xls）として保存できます。

「この種類のファイルであれば常に警告する」オプションを選択解除すると、ワーク
シートを Excelにエクスポートしても「ダウンロード」ダイアログは表示されません。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。ワークシートは .xls形式で保存されました。現在位置から
ファイルを開くというオプションを選択すると、Excelが起動され、新しい Excelスプ
レッドシートが表示されます。
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 ワークブックの共有
ワークブックの共有ワークブックの共有ワークブックの共有ワークブックの共有
ワークブックの共有により、他のユーザーがワークブックを表示、分析および印刷できるよ
うになります。他のユーザーとワークブックを共有するには、2つの方法があります。

� 1つのワークブックを複数のユーザーで共有します。

� 複数のワークブックを他の 1人のユーザーと共有します。

ワークブックの共有により、他のユーザーが同じデータを使用および分析できます。たとえ
ば、売掛金および買掛金の情報を含むワークブックは、会計部門の全員で共有する場合があ
ります。同様に、プロジェクト・マネージャは、プロジェクトで作成されたすべてのワーク
ブックにアクセスする場合があります。

ワークブックを共有するには、「ワークブックの共有」ダイアログを使用します。このダイ
アログの一番上にある 2つのタブは、ワークブックをユーザーに、またはユーザーをワーク
ブックに割り当てるためのものです。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
他のアプリケーション形式へのデータのエクスポート
ワークシートの印刷
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 ワークブックの共有
1つのワークブックを複数のユーザーで共有するつのワークブックを複数のユーザーで共有するつのワークブックを複数のユーザーで共有するつのワークブックを複数のユーザーで共有する :

1. メニューから「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」 →→→→ 「共有」「共有」「共有」「共有」を選択します。「ワー「ワー「ワー「ワー
クブックの共有」クブックの共有」クブックの共有」クブックの共有」ダイアログが表示されます。 

2. 「ワークブック「ワークブック「ワークブック「ワークブック →→→→ ユーザー」ユーザー」ユーザー」ユーザー」タブをクリックします。

3. 「ワークブック」ドロップダウン・リストから、共有するワークブックの名前を選択し
ます。

4. 「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」のリストで、ワークブックを共有するユーザーの名前をクリックします。

5. 右矢印ボタンをクリックします。そのユーザーの名前が「共有」「共有」「共有」「共有」リストに表示されま
す。「共有」「共有」「共有」「共有」リストの中の名前は、このワークブックにアクセスできるユーザーの名前
です。

6. ワークブックを共有するすべてのユーザーについてこの作業を繰り返します。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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 ワークブックの共有
他の他の他の他の 1人のユーザーと複数のワークブックを共有する人のユーザーと複数のワークブックを共有する人のユーザーと複数のワークブックを共有する人のユーザーと複数のワークブックを共有する :

1. メニューから「ファイル」「ファイル」「ファイル」「ファイル」 →→→→ 「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」「ワークブックの管理」 →→→→ 「共有」「共有」「共有」「共有」を選択します。「ワー「ワー「ワー「ワー
クブックの共有」クブックの共有」クブックの共有」クブックの共有」ダイアログが表示されます。 

2. 「ユーザー「ユーザー「ユーザー「ユーザー →→→→ ワークブック」ワークブック」ワークブック」ワークブック」タブをクリックします。

3. 「ユーザー」ドロップダウン・リストから、ワークブックを共有するユーザーの名前を
選択します。

4. 「使用可能」「使用可能」「使用可能」「使用可能」のリストで、他のユーザーと共有するワークブックの名前をクリックしま
す。

5. 右矢印ボタンをクリックします。そのワークブックの名前が「共有」「共有」「共有」「共有」リストに表示され
ます。「共有」「共有」「共有」「共有」リストの中の名前は、他のユーザーと共有しているワークブックの名前
です。

6. 他のユーザーと共有するすべてのワークブックについてこの作業を繰り返します。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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デフォルト設定の
5

デフォルト設定の変更デフォルト設定の変更デフォルト設定の変更デフォルト設定の変更

「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログの Discovererのデフォルト設定は、ワークシートの操作機能、書
式設定およびその他の局面のデフォルトを設定するための、幅広い選択肢を提供します。 

Discovererを初めて使用するときは、デフォルトであるこれらのオプションが適用されま
す。どのデフォルトを変更しても、以前の作業には影響はありません。たとえば、「オプ「オプ「オプ「オプ
ション」ション」ション」ション」ダイアログを使用して新しいワークシートの書式を変更しても、既存のワークシー
トの書式には影響はありません。

注意注意注意注意 : 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログはメニューから開くことができますが、「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ボ
タンが表示されている場合は、これをクリックして、他のダイアログからも「オプション」
を開くことができます。この場合オプションは、そのダイアログから提供されている機能に
のみ適用されます。

1. 「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが表示されます。
ダイアログ・リストの上に表示されているタブには、各種のオプション・カテゴリが表
示されます。

2. オプションを表示するためにタブを 1つ選択します。 

参照項目参照項目参照項目参照項目 :
「一般」オプションの設定
「問合せ管理」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定
「EUL」オプションの設定

「一般」オプションの設定「一般」オプションの設定「一般」オプションの設定「一般」オプションの設定
「一般」「一般」「一般」「一般」オプションは、ワークブックを開き、ウィザードのグラフィックスを表示するもの
です。

一般オプションの設定一般オプションの設定一般オプションの設定一般オプションの設定 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが
表示されます。ダイアログ・リストの上に表示されているタブには、各種のオプショ
ン・カテゴリが表示されます。
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2. まだ選択されていない場合は、「一般」「一般」「一般」「一般」タブをクリックします。 

3. ワークブックを開くこと、およびデータをロードする問合せの実行に関するデフォルト
を選択します。

「問合せを自動的に実行」「問合せを自動的に実行」「問合せを自動的に実行」「問合せを自動的に実行」: Discovererは、ワークブック中のワークシートで指定され
たデータを自動的に取り出します。ワークシートを開いてすぐ、またはワークシート上
のタブをクリックしてすぐにデータを取り込みたい場合、このオプションを選択しま
す。

「問合せを実行しないで、空白のワークシートを表示」「問合せを実行しないで、空白のワークシートを表示」「問合せを実行しないで、空白のワークシートを表示」「問合せを実行しないで、空白のワークシートを表示」: ワークブックおよびワーク
シートを開きますが、データベースからデータを取り出しません。つまり、ワークシー
トは開きますが、データは含まれていません。このオプションを使用する典型的な例
は、デフォルトとして開かれるワークシートとは別のワークシートを、時間を待つこと
なく表示する場合です。

「問合せを実行するか確認」「問合せを実行するか確認」「問合せを実行するか確認」「問合せを実行するか確認」: これがデフォルトの選択です。ワークブックが開くと、
最初のワークシートの問合せを実行するかどうかを確認するダイアログが表示されま
す。 
5-2　Oracle Discoverer 3i User Editionユーザーズ・ガイド 



「ウィザード「ウィザード「ウィザード「ウィザード グラフィックスの表示」グラフィックスの表示」グラフィックスの表示」グラフィックスの表示」: Discovererダイアログの中には、グラフィック
ス（ビットマップ）を含むものがあります。ダイアログにグラフィックスを表示しない
場合は、このオプションの選択を解除します。 

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
「問合せ管理」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定
「EUL」オプションの設定
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 「問合せ管理」オプションの設定
「問合せ管理」オプションの設定「問合せ管理」オプションの設定「問合せ管理」オプションの設定「問合せ管理」オプションの設定
「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」オプションにより、データを表示するまでに必要な時間を短縮できます。サ
マリー・データおよび問合せのデフォルトを設定できます。

サマリー・データを使用すると、通常の作業よりも高速にデータをロードできます。ユー
ザーがワークシート用のデータを要求すると、Discovererは最初に、Discoverer管理者が設
定したサマリー表をチェックし、ユーザーの要求を満たすデータが保存されていないか確認
します。データがある場合には、適切なデータを迅速にロードします。ユーザーの要求を満
たすデータがサマリー表にない場合には、Discovererは残りのデータベースに対して要求を
送り、データベース中のデータを使用して問合せを実行します。

注意注意注意注意 : 普段の作業でデータベース中の最新のデータを扱う場合は、サマリー表を使用しない
でください。サマリー表に保存されているデータは、新しいデータで更新されるまでは変更
されません。サマリー表は、新しいデータを取り込むために定期的に更新する必要がありま
す。 

データベース管理者は、ユーザーが最も頻繁に使用するデータおよび問合せの種類に基いて
サマリー表を作成します。通常の場合、サマリー表はデータの集計および表示に時間がかか
る問合せに使用されます。データの集計および結合に時間のかからない問合せには、サマ
リー表は必要ない場合があります。サマリー表を使用する場合は、データベース管理者に連
絡してください。

「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」オプションを使用すると、問合せの完了に必要な時間を制限できます。これ
らのオプションは、Discovererが問合せを実行する時間を制限するために使用してくださ
い。これらのオプションでは、データベースからデータを取り出すときの時間およびサイズ
の制限を設定します。

注意注意注意注意 : 「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」オプションの上限値は、Discoverer管理者が決定します。たとえば管
理者は、30分以上の時間がかかる問合せを実行できないように指定している場合がありま
す。ユーザーが 60分の制限を設定すると、この数値は自動的に 30に戻ります。

「問合せ管理」オプションの設定「問合せ管理」オプションの設定「問合せ管理」オプションの設定「問合せ管理」オプションの設定 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが
表示されます。ダイアログ・リストの上に表示されているタブには、各種のオプショ
ン・カテゴリが表示されます。

2. 「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」タブをクリックします。 
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 「問合せ管理」オプションの設定
3. サマリー・データのオプションを選択します。

「可能な場合、常に使用する」「可能な場合、常に使用する」「可能な場合、常に使用する」「可能な場合、常に使用する」: データ分析上は古いデータでも問題がない場合に、こ
のオプションを選択します。Discovererは、データが最新かどうかに関係なく、サマ
リー表に保存されているデータを取り出して表示します。

「次の期間以内に更新されたものを使用」「次の期間以内に更新されたものを使用」「次の期間以内に更新されたものを使用」「次の期間以内に更新されたものを使用」: ワークシートが新しいデータを必要とする
場合は、このオプションを選択します。最後の更新日からの日数を指定するために、上
矢印および下矢印をクリックしてください。たとえば、サマリー表を使用して月次デー
タを分析する場合は、30日以内の更新日付のデータを使用します。サマリー表のデータ
が指定された時間内に更新されていない場合、Discovererは、ユーザーの問合せ要求に
対応するためにサマリー表を使用しません。そのかわりに Discovererは、ユーザーの要
求をデータベースに送り、ワークシート用に最新のデータを使用します。

4. 「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」「問合せ管理」オプションを選択します。

「設定時間を超えると「設定時間を超えると「設定時間を超えると「設定時間を超えると予測予測予測予測される問合せを警告」される問合せを警告」される問合せを警告」される問合せを警告」: Discovererはワークシートのデータ
を要求するときに、問合せの完了に必要な時間を見積もります。問合せの完了に時間が
かかる場合に警告メッセージを表示するには、このオプションを選択してください。こ
のオプションでは、完了時間の見積りが、MM:SSの形式でユーザーが指定した時間を
超える場合にのみメッセージが表示されます。
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 「問合せ管理」オプションの設定
「設定時間で問合せを中断」「設定時間で問合せを中断」「設定時間で問合せを中断」「設定時間で問合せを中断」: 問合せの時間を制限するには、このオプションを選択し
ます。問合せが設定された時間を超えた場合は、Discovererから警告メッセージが表示
された後、問合せが取り消されます。長時間実行される問合せはサーバーのパフォーマ
ンスに影響を与える可能性があるため、このオプションは通常、サーバーのパフォーマ
ンスが問題となる場合に選択されます。

「取り出し可能件数の上限を設定」「取り出し可能件数の上限を設定」「取り出し可能件数の上限を設定」「取り出し可能件数の上限を設定」: このオプションは、問合せで取り出す行の最大数
を設定します。設定された値よりも多い行が問合せから戻される場合、取り出されてい
ないデータがあることを通知するメッセージが表示されます。この結果として表示され
るデータは、不完全な場合があります。

「データを徐々に取り出すときの単位」「データを徐々に取り出すときの単位」「データを徐々に取り出すときの単位」「データを徐々に取り出すときの単位」: データベースの中に、取出しに時間がかかる
可能性のある、多くの行を含む巨大な表が含まれているときには、このオプションを設
定します。このオプションが選択されると、Discovererはすべてのデータを同時に取り
出さずに、行を徐々に取り出していきます。1つの単位として取り出される行数が少な
ければ少ないほど、最初の取出し時間は短くなります。データ・グループのデフォル
ト・サイズは 250行です。これは、1ページあたり 25行のページの 10ページ分に相当
します。「シート書式」タブの「「「「1ページあたりの行数」ページあたりの行数」ページあたりの行数」ページあたりの行数」オプションを使用すると、ペー
ジあたりの行数を設定できます。

「設定時間で値リストの検索を中止する」「設定時間で値リストの検索を中止する」「設定時間で値リストの検索を中止する」「設定時間で値リストの検索を中止する」: ダイアログの中には、手作業で値を入力す
るかわりに、値を選択できる便利なドロップダウン・リストを提供しているものがあり
ます。これは値リストと呼ばれます。  たとえば、月次の売上データを分析する条件を作
成するときには、月のリストから Julyという値を選択するか、条件文の一部として手作
業で "July"という名前を入力することができます。しかし、20,000ものパーツ番号のリ
ストなど、大きな値リストの中には、データベースから取り出すのに時間がかかるもの
があります。このような巨大な値リストを取り出したくない場合は、上矢印および下矢
印をクリックし、リストが表示されるまでに待つ最長時間を設定してください。このオ
プションは、Discovererの問合せによる、実際のデータの取出しを取り消すものではあ
りません。  たとえばパーツ番号の場合、在庫中のパーツ、パーツの単価、売上金額など
のすべてのデータは、適切な形式で表示されます。使用できなくなるのは、各種ダイア
ログのパーツ番号のドロップダウン・リストのみです。

5. 「「「「OK」」」」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
「一般」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定
「EUL」オプションの設定
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 「シート書式」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定「シート書式」オプションの設定「シート書式」オプションの設定「シート書式」オプションの設定
「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログ中のこのタブは、テーブルまたはクロス集計の表示書式を設定す
るものです。

注意注意注意注意 : この設定値の変更は、現在のワークシートのみでなくこれ以降に作成される新しい
ワークシートにも影響を与えます。

「シート書式」オプションの設定「シート書式」オプションの設定「シート書式」オプションの設定「シート書式」オプションの設定 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが
表示されます。 

2. 「シート書式」「シート書式」「シート書式」「シート書式」タブをクリックします。 

3. テーブルまたはクロス集計のオプションを選択します。

「タイトル」「タイトル」「タイトル」「タイトル」: 以前に作成されたタイトルがある場合はこれを表示します。

「水平罫線および垂直罫線」「水平罫線および垂直罫線」「水平罫線および垂直罫線」「水平罫線および垂直罫線」: 行および列を区切る線です。ユーザーの選択は、ダイア
ログ上の表示例に示されます。
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 「シート書式」オプションの設定
「「「「NULL値」値」値」値」: NULL値を含むセルはデータを何も含みません。NULL値を指定するため
に使用する文字をドロップダウン・リストから選択するか、ボックスに値を入力してく
ださい。 

注意注意注意注意 : NULL値として 0（ゼロ）記号を選択した場合、テーブルまたはクロス集計を見
たユーザーは、ゼロを実際のデータと考える場合があります。たとえば、未清算の金額
を指定するセルの場合、ゼロは未清算の金額がないことを意味しますが、NULL値は、
未清算の金額に関する情報がないことを意味する可能性があります。このため、0は
データがないことを意味すると特に説明しておかない限り、NULL値を表すためにゼロ
記号を使用すると誤解を招く可能性があります。

「行番号」「行番号」「行番号」「行番号」（テーブル・レイアウトのみ）: テーブルの左側に表示される、テーブル中の
各行の順次番号です。

「インライン「インライン「インライン「インライン /アウトライン」アウトライン」アウトライン」アウトライン」（クロス集計のみ）: 横軸のデータ・アイテムの配置です。
ユーザーがオプションの 1つを選択すると、アイコンのサンプルはその配置を表しま
す。 

「「「「1ページあたりの行数」ページあたりの行数」ページあたりの行数」ページあたりの行数」: ワークシートの各ページのデータ行の数です。上矢印および
下矢印をクリックし、数値を選択してください。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
「問合せ管理」オプションの設定
「一般」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定
「EUL」オプションの設定
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 「デフォルト書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定「デフォルト書式」オプションの設定「デフォルト書式」オプションの設定「デフォルト書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションは、ワークシートのデータ、列ヘディングおよび総計のフォ
ント・スタイル、テキストの色および背景色を設定するためのものです。

「デフォルト書式」オプションの設定「デフォルト書式」オプションの設定「デフォルト書式」オプションの設定「デフォルト書式」オプションの設定 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが
表示されます。ダイアログ・リストの上に表示されているタブには、各種のオプショ
ン・カテゴリが表示されます。

2. 「デフォルト書式」「デフォルト書式」「デフォルト書式」「デフォルト書式」タブをクリックします。 

3. デフォルト書式を表示するには、リストから選択します。「例」「例」「例」「例」ボックスは書式の例を
示します。 

4. デフォルト書式を変更するには、書式のリストから選択します。

5. データのデフォルト書式を変更する場合、「データ書式」を選択して「変更」「変更」「変更」「変更」ボタンを
クリックします。「データ書式」「データ書式」「データ書式」「データ書式」ダイアログが表示されます。 
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 「デフォルト書式」オプションの設定
6. 「データ書式」「データ書式」「データ書式」「データ書式」ダイアログのオプションを選択し、選択した書式のデフォルトのフォン
ト・スタイル、文字位置、テキストの色および背景色を設定します。 

「サイズ」「サイズ」「サイズ」「サイズ」: ドロップダウン・リストからフォントのサイズを選択します。

「スタイル」「スタイル」「スタイル」「スタイル」: テキストを太字太字太字太字、イタリック、下線付きまたは取消し線付きで表示する
ために、ボタンをクリックします。すでにスタイルが設定されている場合は、適切なボ
タンをクリックするとスタイルが解除されます。

「色」「色」「色」「色」: テキストまたは背景色を設定するためにボタンをクリックします。色のパレッ
トが表示されます。使用する色を選択してください。

「位置」「位置」「位置」「位置」: 文字位置のオプションをクリックします。このオプションは、テーブルまた
はクロス集計の適切なセルの上、中または下にデータを表示します。

「実フォント「実フォント「実フォント「実フォント サイズ」サイズ」サイズ」サイズ」: サンプル中のデータを、「サイズ」ドロップダウン・リストから
ユーザーが選択したフォント・サイズで表示するには、このオプションを選択します。

7. 「「「「OK」」」」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
「問合せ管理」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定
「一般」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定
「EUL」オプションの設定
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 「デフォルト書式」オプションの設定
デフォルト書式のリセットデフォルト書式のリセットデフォルト書式のリセットデフォルト書式のリセット
書式をいくつかの観点から変更した後で、Discovererのオリジナルのデフォルト設定に戻す
必要が生じることがあります。各書式を個々に変更するかわりに、「リセット」「リセット」「リセット」「リセット」ボタンをク
リックします。

1. 「デフォルト書式」「デフォルト書式」「デフォルト書式」「デフォルト書式」ダイアログで、リセットするデフォルトの書式を選択します。

選択された書式のみがリセットされます。このように、1つの書式をリセットし、残り
の書式の変更はそのままにできます。

2. 「リセット」「リセット」「リセット」「リセット」ボタンをクリックします。

3. 「「「「OK」」」」をクリックします。
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 「詳細設定」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定「詳細設定」オプションの設定「詳細設定」オプションの設定「詳細設定」オプションの設定
「詳細設定」オプションは、自動問合せのオン・オフを切り替え、データベースの関係に関
連する結合エラーを認識するためのものです。

注意注意注意注意 : これらのオプションは、データベース管理者に無断で変更しないでください。

「詳細設定」オプションの設定「詳細設定」オプションの設定「詳細設定」オプションの設定「詳細設定」オプションの設定 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが
表示されます。ダイアログ・リストの上に表示されているタブには、各種のオプショ
ン・カテゴリが表示されます。

2. 「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」タブをクリックします。 

3. オプションを選択します。

「自動問合せ」「自動問合せ」「自動問合せ」「自動問合せ」: データの結果に影響を与えるような変更（書式の変更等ではない）を
ユーザーがワークシートに行うと、Discovererはユーザーの変更に基いて適切な結果を
表示するために、自動的にデータベースの再問合せを行います。しかし、ワークシート
の変更は行っても、Discovererにデータを更新させたくない場合は、このオプションを
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 「詳細設定」オプションの設定
使用し自動問合せ機能を使用禁止にできます。詳細は 5-13ページの「自動問合せについ
て」を参照してください。

「ファントラップ検出」「ファントラップ検出」「ファントラップ検出」「ファントラップ検出」: ファントラップの可能性のあるワークシート配置の、
Discovererによる自動検出および防止をオフにするには、このオプションをチェックし
てください。このチェックボックスが空白の場合 Discovererは、ファントラップが検出
されたため問合せを実行しないというメッセージを表示します。このチェックボックス
にチェックマークがある場合、Discovereはファントラップ状況に関係なく問合せを実
行します。詳細は 5-13ページの「ファントラップについて」を参照してください。

「複数の結合パスの検出」「複数の結合パスの検出」「複数の結合パスの検出」「複数の結合パスの検出」: 複数の結合パスの可能性のあるワークシート配置の、
Discovererによる自動検出および防止をオフにするには、このオプションをチェックし
てください。詳細は 5-14ページの「複数の結合パスについて」を参照してください。

4. 「「「「OK」」」」をクリックします。

自動問合せについて自動問合せについて自動問合せについて自動問合せについて
ユーザーはワークシートの作業中に、表示されるデータに影響を与えるような変更を行うこ
とができます。たとえば、新しいデータ・アイテムを追加したり、データ列が生じる計算を
変更しても、Discovererがデータベースを再度問合せるまでは、表示されるデータに変更が
反映されないことがあります。自動問合せを使用すると、Discovererは更新したデータを表
示するために、自動的にデータベースの再問合せを行います。しかし場合によっては、
Discovererにデータベースの自動再問合せを行わせる必要がないこともあります。たとえ
ば、データに影響を与える変更をいくつか行う場合には、すべての変更が終了するまでは、
Discovererにデータベースの再問合せを行わせないようにします。

「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」「詳細設定」ダイアログを使用すると、自動再問合せ機能をオンおよびオフにできます。こ
れがオフになっている場合に、Discovererでデータベースの再問合せを行う場合は、メ
ニューから「シート」「シート」「シート」「シート」 →→→→ 「ワークシートのリフレッシュ」「ワークシートのリフレッシュ」「ワークシートのリフレッシュ」「ワークシートのリフレッシュ」を選択してください。

ファントラップについてファントラップについてファントラップについてファントラップについて
ファントラップは、2つのフォルダ内のデータ・アイテムの間に直接の関連（Customer ID
などと）はないが、3番目のフォルダ内にあるデータ・アイテムに基く関係がある場合に発
生します。

図 5-1に示すように、データベースには Departments、Employeesおよび Locationsという
3つのフォルダが含まれています。従業員はそれぞれ 1つの部門でのみ勤務しているため、
各従業員は 1つの部門と関連付けられます。しかし部門は、複数の都市にオフィスを構えて
いる可能性があるため、複数の場所と関連付けられています。このため、従業員および場所
は Departmentフォルダとの間で複数の関係を持ち、従業員は計らずも複数の場所と関連付
けられます。これはもちろん、従業員は 1つの場所にしか存在しないため正しくありませ
ん。たとえば、各場所および部門の従業員数を数える問合せの結果は正しくありません。部
門が複数の場所にあるため、同じ従業員が複数の場所で数えられることになります。次の例
では、実際の従業員数は 4ですが、問合せの結果は従業員が 8人と出ます。Clark、Miller
および Scottは、Londonと Tokyoの両方で数えられ、Kingは San Franciscoと Amsterdam
の両方で数えられています。
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 「詳細設定」オプションの設定
図図図図 5-1  ファントラップの例ファントラップの例ファントラップの例ファントラップの例

ユーザーが新しいワークシートを作成する場合、Discovererはワークシート用に選択された
データ・アイテムがファントラップを発生させる可能性がある場合は、それを自動的に検出
しユーザーに警告します。Discovererはファントラップの可能性を警告するのみであり、
ファントラップ状況が発生を自動的に防止するわけではありませんので注意してください。
データベース管理者は、ファントラップのように見える方法で意図的にフォルダを関連付け
ることがあります。たとえば、1人の従業員を複数の場所と関連付けることは、このような
場所に出張する従業員の数を数えるときには便利です。

しかし通常の場合、データベース内のファントラップは意図的に行われるものではありませ
ん。Discovererからファントラップの警告があった場合は、ファントラップの関連付けが意
図的なものなのか、データベース編成を変更する必要があるのかを確認するために、データ
ベース管理者に相談してください。 

Discovererがファントラップを自動的に検出するのは、「「「「詳細設定詳細設定詳細設定詳細設定」」」」ダイアログで「ファン「ファン「ファン「ファン
トラップ検出を使用しない」トラップ検出を使用しない」トラップ検出を使用しない」トラップ検出を使用しない」オプションが選択解除されている場合のみです。このオプショ
ンが選択されていない場合、Discovererはファントラップの可能性を検出または警告するこ
となく、新しいワークシートを構築します。

複数の結合パスについて複数の結合パスについて複数の結合パスについて複数の結合パスについて
新しいワークシートを作成する場合、ワークシート内のデータ・アイテムがデータベース中
の複数のフォルダに格納されていることがあります。Discovererは、これら複数のフォルダ
間に明確な関係があり、そのためデータ・アイテム間の関係もまた明確になるようにしま
す。
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 「詳細設定」オプションの設定
たとえば、データベース中に、受注に関する情報と、顧客に関する情報を含む 2つのフォル
ダがあると仮定します。両方のフォルダには、データ・アイテム「Customer ID」が含まれ
ています。受注は、Customer IDによって指定される顧客からのものであり、各顧客は、
Customerフォルダの中で ID番号によって識別されるためです。この場合、ユーザーが受注
の詳細に関する問合せを実行すると同時に、姓名など顧客の詳細情報も知る必要がある場
合、Customer IDを受注の詳細または顧客の詳細と関連付けることにより、どの顧客とどの
受注を関連付けるかを簡単に判断することができます。

しかし、データベースによっては、異なるフォルダ内のアイテム間の関係があいまいになる
ように情報が編成されていることがあります。つまり、データ・アイテムは複数の方法で相
互に関連付けることができます。この状況は、「複数の結合パス」と呼ばれています。ユー
ザーが新しいワークシートを作成する場合、複数の結合パスが存在する可能性があるときに
は、Discovererはそれを自動的に検出し、ユーザーに警告します。これは、このままでは
Discovererはユーザーが予期しない方法でアイテムを関連付けてしまう可能性があるからで
す。このため、ユーザーがデータベースを問い合せた結果は、ユーザーの意図したものにな
らないことがあります。 

複数の結合パス状況の警告はエラー・メッセージではありません。この警告は、ユーザーが
存在することを知らないかもしれない、データ・アイテム間の関係がデータベースに含まれ
ていることを知らせるのみです。Discovererが複数の結合パス状況を検出し、警告した場合
は、データベースの編成を変更する必要があるかどうかを、データベース管理者の判断に委
ねてください。

Discovererが複数の結合パスを自動的に検出するのは、「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログで「複数「複数「複数「複数
の結合パスの検出を使用しない」の結合パスの検出を使用しない」の結合パスの検出を使用しない」の結合パスの検出を使用しない」オプションが選択解除されている場合のみです。このオプ
ションが選択されていない場合、Discovererは複数の結合パスを検査または警告することな
く、新しいワークシートを構築します。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
「問合せ管理」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定
「一般」オプションの設定
「EUL」オプションの設定
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 「EUL」オプションの設定
「「「「EUL」オプションの設定」オプションの設定」オプションの設定」オプションの設定
Discoverer管理者の職務の 1つに、ユーザーの作業に必要なデータを含む End User Layer
（EUL）の作成があります。Discoverer管理者は、ユーザーからアクセス可能な複数の EUL
を作成することがあります。「EULオプション」ダイアログは、ユーザーがデータベースに
接続するときに Discovererが使用するデフォルト EULを選択するために使用します。

「「「「EUL」オプションの設定」オプションの設定」オプションの設定」オプションの設定 :

1. メニューから「ツール」「ツール」「ツール」「ツール」 →→→→ 「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」を選択します。「オプション」「オプション」「オプション」「オプション」ダイアログが
表示されます。ダイアログ・リストの上に表示されているタブには、各種のオプショ
ン・カテゴリが表示されます。

2. 「「「「EUL」」」」タブをクリックします。 

3. ユーザーがアクセス可能な EULのリストを表示するためにドロップ矢印をクリックし
ます。

4. リストから必要なものをクリックします。選択するべき正しい EULについては、
Discoverer管理者に確認してください。

新しい EULを使用するには Discovererに接続する必要があります。
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 「EUL」オプションの設定
5. 「「「「OK」」」」をクリックします。

関連項目関連項目関連項目関連項目 : 
「問合せ管理」オプションの設定
「シート書式」オプションの設定
「デフォルト書式」オプションの設定
「詳細設定」オプションの設定
「一般」オプションの設定
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 「EUL」オプションの設定
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索引索引索引索引

記号記号記号記号
!= 演算子、条件，2-31
+（プラス）符号、ダイアログ，2-41
< 演算子、条件，2-30
<= 演算子、条件，2-30
<> 演算子、条件，2-29
= 演算子、条件，2-29
>= 演算子、条件，2-30
> 演算子、条件，2-30

B
BETWEEN演算子，2-31

E
EUL (End User Layer)，5-16
Excelツール，4-9
Excelワークブック，4-4，4-9

I
IN演算子，2-30
IS NOT NULL演算子，2-30
IS NULL演算子，2-30

L
LIKE演算子，2-30
Lotus 1-2-3スプレッドシート，4-4

M
Microsoft Excelワークブック，4-4，4-9

N
NOT BETWEEN演算子，2-31
NOT IN演算子，2-30
NOT LIKE演算子，2-31
NULL値，2-30

W
“what if”シナリオ，3-1

X
XLSファイル，4-9

ああああ
アイコン（「新規ワークシート」ダイアログ），2-40
「ツールバー」も参照
アイテム，3-28
新規追加，2-44
新規ワークシートでの削除，2-44
フォルダ内のアイテムを表示，2-41
ワークブックおよびワークシートから削除，2-42

「アイテム名の挿入」オプション，3-34，3-40
アクセス権，2-38
アクティブ・フォルダ，2-41
値，2-40

NULL，2-30
一意の値をカウント，3-32
軸アイテムを表示，2-40
条件を作成，2-30
総計および小計を算出，3-32
ソートおよび複製，3-13

「値」オプション（条件），2-28
索引索引索引索引 -1



「値の挿入」オプション，3-34，3-40
アプリケーション，4-4

いいいい
一意値，3-32
「印刷」コマンド，4-2
印刷する
ワークシート，4-1

「印刷」ダイアログ・ボックス
開く，4-3

うううう
ウィザード
ワークブックの作成，2-38

ええええ
「エクスポート」コマンド，4-5
エクスポートされたファイルを保存，4-5
演算子，2-19
条件式，2-29

おおおお
大文字小文字の区別，2-29
「大文字小文字の区別」オプション，2-29
「オプション」コマンド，5-1，5-4，5-7，5-9，5-12，

5-16
オプション設定，5-1
「オプション」ダイアログ・ボックス，5-1
「オプション」ボタン，5-1，5-4，5-7，5-9，5-12，5-16

かかかか
外部アプリケーション，4-4
下限，2-30，3-32
加算，3-32
関数，3-27

きききき
「既存のワークブックを開く」ダイアログ・ボックス，

2-8
「共有」コマンド，4-11，4-12

くくくく
グループ・ソート，3-6～ 3-9
グループ名，3-8
クロス集計，4-1
新しいデータを追加，2-40
データのソート，3-11～ 3-13
グループ・ソート，3-6
状態の変化，3-13
データ ポイントを追加，3-13

ドリル，3-21
レイアウトの編集，2-44，2-45

「クロス集計」オプション，5-7
「クロス集計のソート」ダイアログ・ボックス，

3-12～ 3-13
開く，3-12

「クロス集計レイアウト」コマンド，3-18

けけけけ
結果セット，2-10
結合，5-12，5-13
月次レポート，2-10
「件数」オプション，3-32

ここここ
合計値，3-32
「合計値」オプション，3-32
降順ソート，3-5
固有値，3-32

ささささ
サーバー，2-10
「最小値」オプション，3-32
「最大値」オプション，3-32
削除
新規ワークシートのアイテム，2-44
ワークブック，2-53
ワークブックおよびワークシートのアイテム，2-42

「削除」コマンド，2-53
サマリー・データ，5-4
サマリー表，5-4
算術関数，3-27
選択，2-40
索引索引索引索引 -2



しししし
式
条件の定義，2-28，2-29

軸アイテム，2-40
値の表示，2-40
ソート対象，3-11
データの移動，3-1

「軸アイテム」アイコン，2-40
「軸アイテムの値」アイコン，2-40
自動問合せ，5-12，5-13
集計アイコン，2-40
小計
削除，3-30
使用，3-6
定義を表示，3-30
パーセントの作成，3-36，3-39

条件
エクスポート，4-4
競合，2-26
作成，2-29
使用・不使用を選択，2-25
説明を追加，2-27
定義を表示，2-25
データ・アイテムを追加，2-27
適用，2-23
名前，2-27
パラメータ，2-12
編集，2-36

上限，2-30，3-32
「条件」アイコン，2-40
条件演算子，2-29
「条件」コマンド，2-24，2-25
「条件」ダイアログ・ボックス，2-24，2-25
「条件の表示」オプション，2-24
「条件の編集」ダイアログ・ボックス，2-36
「詳細設定」ボタン（条件），2-32
昇順ソート，3-5
「使用中」オプション，2-25
使用できないフォルダ，2-41
書式設定オプション，5-9
「新規作成」コマンド，2-38
「新規条件」ダイアログ・ボックス，2-26
「新規総計」ダイアログ・ボックス，3-31
「新規パラメータ」ダイアログ・ボックス，2-22
「新規ユーザー定義アイテム」ダイアログ・ボックス，

3-26

「新規ワークシート」コマンド，2-38
「新規ワークシート」ダイアログ・ボックス
アイコンの説明，2-40
「選択済み」リストにアイテムを移動する，2-41，

2-42

すすすす
数値，3-29，3-35
新しいクロス集計に追加，2-40
総計および小計を算出，3-32，3-33
ソート，3-6

「数値アイテム」アイコン，2-40
スケジュールされているワークブック，2-6，2-10
結果を表示，2-10

スプレッドシート，4-4
「すべてのアイテム」オプション，2-25

せせせせ
選択
新規ワークシートに使用するデータを選択，2-40，

2-41
ドリルするデータを選択，3-22

そそそそ
総計，3-29～ 3-34
削除，3-30
作成，3-31
使用・不使用を選択，3-30
定義を表示，3-30
パーセントの作成，3-36，3-39
配置オプション，3-33
編集，3-34

「総計」コマンド，3-30
「総計」ダイアログ・ボックス，3-30
総計ツール，3-29
「総パーセント」オプション，3-32
ソート
非表示列，3-5

ソート・オプション，3-5，3-13
「ソート」コマンド，3-4，3-7，3-12
ソート順序，3-5
順序を反転させる，3-11

ソート順序を設定，3-5
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タイトル
総計および小計，3-33

単純なユーザー定義アイテム，3-1，3-24

ちちちち
重複値，3-13
「重複を除いた件数」オプション，3-32
重複を除いた小計，3-32
「重複を除いた平均値」オプション，3-32

てててて
データ
絞り込む，2-40
集計，2-40
新規ワークシート用に選択する，2-40，2-41
ソート，3-2～ 3-13
グループ，3-6，3-9
クロス集計，3-11，3-13

ディテールを表示，3-21
取り出す，2-8
新規クロス集計用に選択する，2-40

ドリル用に選択する，3-22
非数値，3-33
変更を取り消す，2-49
変更を保存，2-49

データ書式を変更する，5-9
データのソート，3-2，3-13
グループ・ソート，3-6，3-9
クロス集計，3-11，3-13

データのピボット，2-45
データ ポイント
総計，3-33，3-34
ソート，3-13
ユーザー定義アイテム，3-28

「データポイント名の挿入」オプション，3-34，3-40
データを変更，2-49
テーブル，4-1
データのソート，3-4，3-6
ドリル，3-21
レイアウトの編集，2-44，2-45
列の移動，3-9
グループ・ソート，3-8

テーブル・オプション，5-7

「テーブルのソート」ダイアログ・ボックス，3-4，3-7
列の順序を設定する，3-9

「テーブルレイアウト」コマンド，3-14
テキスト
大文字小文字区別のフィルタ，2-29
算術関数，2-40
ソート，3-11，3-13
データ ポイントおよび総計，3-33
テキストの条件を定義，2-29

テキスト・コード
削除，3-34，3-40
ラベルに追加
総計および小計，3-33，3-34
パーセント列，3-40

デフォルト・オプション，5-1
デフォルト集計，2-40

とととと
問合せ
実行中，2-8
自動的に実行，5-12，5-13

問合せ管理，5-4
問合せを実行，2-8，5-12，5-13
「閉じる」コマンド，2-49
ドリル，3-21～ 3-22
階層順序のないデータ，3-22
関連するアイテムへのドリル，3-22
基本手順，3-21

はははは
パーセント，3-32，3-35～ 3-41
グループ・ソート，3-6
削除，3-37
作成，3-37
使用，3-36
使用・不使用を選択，3-36，3-37
総計が 100%にならない，3-35
定義を表示，3-36
編集，3-41
丸め誤差，3-35

「パーセント」コマンド，3-36
「パーセント」ダイアログ・ボックス，3-36
開く，3-36

パーセント・ツール，3-35
「パーセントの編集」ダイアログ・ボックス，3-37
索引索引索引索引 -4



パーセント列
ラベルを付ける，3-40

パスワード，2-2
パラメータ
作成，2-16～ 2-22
定義済み，2-16
データ・アイテムの選択，2-18
デフォルトを定義，2-18，2-21
名前，2-18，2-21
複数の値を入力する，2-19，2-21
ユーザー定義アイテム，3-27
用途，2-12

「パラメータ」コマンド，2-17，2-19
「パラメータ」ダイアログ・ボックス，2-17，2-19
「パラメータ値の編集」コマンド，2-22

ひひひひ
ビジネス・エリア
アイテムを選択，2-40，2-41
表示，2-40

「ビジネスエリア」アイコン，2-40
非数値データの総計，3-33
等しい，2-29
非表示列，3-5
表示
ビジネス・エリア，2-40
ファイル・タイプ，5-1
フォルダ内のアイテム，2-41

表示オプション，5-1
標準偏差，3-29
計算，3-32

「標準偏差」オプション，3-32
「開く」コマンド，2-8

ふふふふ
ファイル，5-1
フィルタ，2-40
フォルダ
アイテムを表示する，2-41
アクティブ対使用不可，2-41

「フォルダ」アイコン，2-40
複雑なユーザー定義アイテム，3-1
プラス符号 (+)、ダイアログ・ボックス，2-41
プロンプト，2-18，2-21
分析ツール

エクスポート，4-4

へへへへ
平均値，3-29，3-32
「平均値」オプション，3-32
「平方偏差」オプション，3-32
ページ・アイテム
ピボット，3-14，3-18

ページ ブレーク，3-9
変更を取り消す，2-49
編集
新規ワークシートおよびワークブック，2-43

変数，3-13

ほほほほ
「保存」コマンド，2-49

まままま
毎週のレポート，2-10
丸める，3-35

ゆゆゆゆ
ユーザー定義アイテム，3-32，3-38
エクスポート，4-4
既存のものを表示，3-26
結果を表示，3-24
作成，3-24～ 3-28

「ユーザー定義アイテム」アイコン，2-40
「ユーザー定義アイテム」コマンド，3-25
ユーザー定義アイテムを作成，3-24，3-28
「ユーザー → ワークブック」タブ，4-12

らららら
ラベル
テキストの削除，3-34，3-40
テキストの追加
総計および小計，3-33，3-34
パーセント，3-40

れれれれ
レイアウト
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変更，2-44，2-45
レイアウトに新規アイテムを追加，2-44
列，2-40
移動，3-8，3-9
グループ・ソート，3-8

列の移動，3-9
グループ・ソート，3-8

列の再配置，3-9
グループ・ソート，3-8

列の順序を変更，3-9
グループ・ソート，3-8

わわわわ
ワークシート
アイテムを削除，2-42
印刷する，4-1
エクスポート，4-4
新規にアイテムを追加，2-44
新規のものからアイテムを削除，2-44
スケジュール済みレポート，2-10
データを選択，2-40
データを取り出す，2-8
新規クロス集計用に選択する，2-40

データを変更，2-49
パラメータ，2-12
パラメータを使用して開く，2-12
複数のアイテムを選択，2-41
保存，4-5

ワークシート・ウィザード，2-38
ワークシートのエクスポート，4-4
「ワークシートの編集」コマンド，2-43，2-45
「ワークシートの編集」ダイアログ・ボックス，2-43
アイテムの追加 /削除，2-44

ワークブック
アイテムを削除，2-42
共有，4-10～ 4-12
削除，2-53
データを選択，2-40
閉じる，2-49
開く，2-2，5-1
複数のアイテムを選択，2-41
変更を取り消す，2-49
保存，2-49
ユーザーに割り当てる，4-10，4-11

ワークブック・ウィザード，2-38

ワークブックおよびワークシートのアイテムを削除，
2-42

ワークブックおよびワークシートを作成
データ・アイテムを選択，2-41

ワークブックの共有，4-10，4-12
ワークブックの割当て，4-10，4-11
ワークブックを削除，2-53
ワークブックを閉じる，2-49
ワークブックを開く，2-2，5-1
ワークブックを保存，2-49
「ワークブック → ユーザー」タブ，4-11
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